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例 言

1. この年報は、昭和 5 7年度における県内の埋蔵文化財保護行政と調

杏の概要をまとめたものである。

2. 眉の緊急調行の現状のうち、 2 • 緊急発掘凋杏の概要は、それぞれ

の発掘調査担当者による。

3. 本書の編集は、文化課文化財係埋蔵文化財担当係において行った。
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l 土地利用と埋蔵文化財

1. 市町村総合計画（案）等の事前審査

市町村総合計画及び広域市町村隠計画の策定に際して、埋蔵文化財保護に特に

配慮するよう県総務部地万課に指導方を依頼している。その際留意すべき事項は

次のとおりである。

基本構想において、 (1) 文化財保護の項目の有無

(2) 埋蔵文化財包蔵地一覧表等による現状把握の有無

(3) 遺跡の周知徹底策の明記の有無

2. 民間企業等の開発計画の事前協議

民間企業による各種土地開発事業と埋蔵文化財の保護については、関係諸法令

要項等によって方針が定められており、環境影薯評価委員会幹事会などで協議を

実施している。具体的取り扱いとしては、 「文化財保護の指導要項」により関係

機関、事業者に協力を求めている。その際の現地分布調査は、当該市町村教育委

員会が関係教育事務所の指導をうけて実施し、その調杏結果の（写）を県教育委

員会に報告することとしている。

各種事前協議一覧

（環境影響評価委員会幹事会（生活環境部））

種 別 事 業 地 事業面積 会議年月 H 備 考

工場用地造成 久居市新家町、木造町 3 4, 0 0 O,rf 58.1.26 

It 松阪市山室町 165,000 58.2.14 分布調査の実施

（開発行為事前設計協議（土木部））

種 別 事業場所

団地造成 四日市々垂坂町

面積

2 1.6 6 1面

協議
年月日

ー・一

5 7. 
6. 2 8 

備

分布調査の実施

考
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種 別 事業場所 面栢

〗備名← - -

浄水場党造 多気郡多気町 95,135 J:~ 中発見の取扱い

連 動公園造成 阿山郡阿山町 5 2. 5 5 8 分布謁行の実施

ゴルフ場建設
” 伊賀町 4 5 4, 0 0 8 

5 7 TH~ 中発見の取扱い
8. 1 0 

‘む地造成 四[-]巾々川島町他 278,300 
5 7 ，， 
8 2 0 

団地造成 名弘市大尻戸 968,107 
5 7. 
1 1 2 

I/ 津rfj大弔川北 1 2 0. 4 1 0 
5 7. 

分布凋介の L尺施
l l 2 7 

L場用地造成 久屈市新家町・木造町 335,800 5 7 , I 

l 2 2 2 ” 
ゴルフ楊足成 一志郡——心町・白山町 l. 3 2 3. 1 7 l 

5 7. ,, 
1 2.2 4 

L 場用即 心摩郡磯部町究地 他 6 4. 5 4 1 
58 

// 
l 1 1 

’む地開発 津市高茶届小店町 2 2.3 8 3 
5 8 T'#中発見の取扱い2 1 6 

（三重県土地利用対策委員会幹事会の協議（企画調整部））

種 別 巾業楊所

I向,:::栢::・I : 会議

伽 考月日
---------------・・・----—, -----一----- . --- —• ー・

宅 地造成 lI 津市大字神}i 
7 
6 5 

L場用地岱成 志限郡磯部町築地他
6. 1 5 

分布凋介の実施

’む地必成 名伽巾下比奈知 255,385 
,, 

エ市中発見の取扱い
8 2 5 

津市河辺町 2 4 4. 9 4 3 
,, 

分布調行の実施I/ 
8. 2 5 

I/ 

” 他 126. 5 0 3 
It 

8. 2 5 
I/ 

上場用地 店＜郡始野町大字火花寺 353,024 
,, 
1 0 6 

/1 

宅地造成 大字片野
,, 

” 
伊勢巾藤里町 4 4, 5 3 5 

,, 
” 1 0. 6 ” 

津市大字神戸 193.8 4 0 
I/ ，, 

” 1 2. 2 4 県史跡の現状保存

慕地用地 津市大字半田 53.222 ” 1 2.2 4 
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3. 国の機関等の開発計画の事前協議

文化課では、年度当初、開発関係行政機関に対し、事業計画の照会をするとと

もに、中業地内埋蔵文化財の有無を確認している。埋蔵文化財が巾業地内に存在

する場合には、その取り扱いについて当課と協議するよう申し人れをしている。

今年度、県機関 l7件、市町村機関 l4件、公団 l件であった。

(1) 農業基盤整備事業等

農業基盤整備事業には、県営圃場整備事業をはじめ、団体営圃場整備巾業そ

の他かあって、これらにかかる埋蔵文化財の保護措骰、あるいは発掘調介件数

は近年増加の傾向をたどっている。

今年度の県営圃場幣備巾業を例にとると、事業総血積 63 9haの中で、分布

調否の結果、 55遺跡、面柏約 828,200而もの遺跡が所在することか確忍さ

れた。この結果に基づき再二-にわたり耕地第二課、各耕地巾務所、各十地改良

区と協議を行いできるだけ保存につとめた結果、 1 1件、 18,430rrtの追跡に

ついては、削平部分、水路部分に限り、やむをえず発掘調査を実施した。

巾業名 地 区
巾業面

遺跡名 所 在 地
直跡面積

措 附
栢(ha) （而）

人安東部 3 1 東八方輻神遺社跡 員弁郡大安町栃戸 12.000 試掘

大安西部 4 4 野田丸城跡
は弁郡大安町 9,000 試祝

丹小川久下
丹牛川

// 2 0.0 0 0 盛土保存
A遺跡

県
丹生川

I/ 1 7 0. 0 0 0 試掘
B遺跡

営 北 勢 7 中山 A遺跡 貝弁郡北勢町中山 4 5 0 試掘

圃 巾山 B遺跡 It 650 試掘

場 貝 弁 2 3 

幣 束 貝 3 4 
吉登神社

貝弁郡東貝町北大社 1. 0 0 0 地区除外
南万遺跡

備 ノ＼ 風 3 0 

鈴鹿第二 34 

深 溝 1 9 

安 塚 1 5 起 A遺跡 鈴鹿市安塚町 6 6.0 0 0 本調査 4,0 0 O,rl 
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事業名 地 区
巾業面

遺跡名 所 在 地
遺跡面積

措 置
積(ha) （面）

起 B遺跡 鈴鹿市安塚町 16.000 試掘

起 C 遺跡 I/ 1.2 0 0 試掘

安濃川 34 浄上寺
安芸郡安濃町浄士寺 2 3.0 0 0 試掘本調査 430吋

右岸 西小遺跡
村t ” 川西 30,000 試掘

東遺跡

津西部 2 5 井戸A遺跡 津市片田井戸町 9. 0 0 0 試掘

井戸 B遺跡 ,, 
600 地区除外

津南部 24 宮閻戸遺跡 津市雲出町 45,000 試掘本調査 2.50 Orr! 

墓原遺跡 /1 1 6.0 0 0 試掘

長常遺跡 ，, 
33,000 試掘

白 山 28 岩脇A遺跡 一志郡白山町岩脇 600 現状保存

岩脇 B遺跡 ” 
600 試掘

岩脇C遺跡 I/ 3.0 0 0 試掘本調査 500面

市場A遺跡 ， 市場 800 現状保存

市場 B遺跡 ” 
I/ 6 0 0 試掘

巾場C遺跡 ，, I/ 1, 2 0 0 現状保存

三雲東部 14 

白山西部 8 

豊 地 4 9 

東黒部 30 南山遺跡 松阪市土古路町 120.000 盛土保存

出間A遺跡
,, 出間町 2.4 0 0 工事立ち会い

出閻 B遺跡 ” ” 
3,500 現状保存

出間C遺跡
,, I/ I 0.0 0 0 試掘本調査 1,500n(

上御糸 20 
麻績神社

多気郡朋和町中海 12.000 試掘本調査 20 0面
西方遺跡

須田遺跡 ，, 須田 900 地区除外

斎 宮 4 1 愛場遺跡 I/ 池村 3,000 試掘本調査 27 Ont 

丸山遺跡 I/ I/ L 7 0 0 地区除外

西 村遺跡
,, 

西池村 3.6 0 0 現状保存本調杏 L03o,,t

西池村遺跡 ” 
I/ 1. 6 0 0 現状保存

明 星 1 7 平尾南遺跡
,, 

明星 33,000 地区除外

平尾南 ,, I/ 600 “ 古墳群
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事業名 地 区
事業面

遺跡名 所 在 地
遺跡面積

措 置
積(ha) （面）

伊勢南部 3 0 塚の上
伊勢市円座町塚の上 7,000 本調査 400面

A遺跡
塚の上

” 1. 2 5 0 地区除外B遺跡
塚の上 ，, 2.2 5 0 ” C遺跡

日向遺跡 ” 上野町 2.0 0 0 ，, 

土 畑遺跡 I/ 佐八町 2. 4 0 0 
” 

上野東部 1 4 
池代

上野市蓮池字蓮池代 2.8 0 0 試掘B遺跡

横山 A遺跡 ” 
ク字横山 2.6 0 0 試掘

横山 B遺跡 ” 
,, // 2 0 0 試掘

和田遺跡 I/ 喰代字和田 3.5 0 0 現状保存

上野南部 5 枡川北遺跡 ” 枡川 18.000 試掘

枡川南遺跡
” ” 2 LOO O 試掘

大山田
2 3 歌野遺 跡 刷山郡大山田村歌野 8 0 0 試掘

第二

田 中 遺跡 ，' I/ 田中 12.000 試 掘本 調杏 600面

天神 A遺跡 ” 
，, 下刷波 2.5 0 0 試掘

天神 B遺跡 I/ // 

” 1. 9 0 0 試掘

馬場遺 跡 I/ ，， ，， 2.4 0 0 盛土保存

広顛遺跡 ” 
，' 広顛 6 0 0 

赤 目 1 7 辻垣内遺跡 名張市赤目町辻垣内 65.000 
｝試掘本調ft7,000面

向岩倉遺跡 I/ 向岩倉 25,000 

友田第二 8 

相野谷 1 5 広畑遺跡 南牟婁郡紀宝町相野谷 3.0 0 0 工事立ち会い

小 計 639 828.200 

県営畜 度 会 5 1 樋ノ谷遺跡 度会郡大宮町神原 試 掘本 調査 1.450rrt

整産備環事境業 樋ノ下遺跡 // 試掘

県 草生・ 前田古墳・
安芸郡安濃町中川 本調査 90 0而

営県替身 村主 前田遺跡
一営

勢和 下 田 遺跡 多気郡勢和村下出江 試掘本調査 20 0面
般揮農
農発道

勢和二期 西沖遺跡 ,, 試掘
道油備整
整税

小杉二期 松 山 氏堡 刷山郡伊賀町小杉 試掘
備事財事

源業 大山田
歌野遺跡 例山郡大山田村田中 試掘本調査 1.100祈

業 南部
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(2) 道路改良、河川改修

道路改良、河川改修はその性格 t、埋蔵文化財の保存を計ることが難しいが

分布調介、試掘調行の結県に枯づき最少限の範囲について事前に発掘調介を実

施している c しかし路線決定、用地買収等の巾情によりーじれ召手時か木定のも

のが多く、はとんどが協議中となっている。

本年度県教育委員会か丈施した発掘晶査は逍路関係 3件、河川関係 2件であ

る。

事業名 遺跡名 所在地 措 憤

国道 30 6号改修 二宅西条城跡 鈴鹿市三宅町 本調行 3 O Ont 

県直安乗港線 火神直跡 I志摩郡阿児町国府 試掘 8 0 nf 

県道的天鳥羽線 浄土占墳群
” 

磯部町 試掘 8 0刑

岩山川災古関連改修 井戸 A逍跡 沖市片田井戸町 本調査 5 0 O nf 

木沖 川改修 ード郡遺跡 上野廿下郡 本調杏 l,OOOm2 
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I 埋蔵文化財保護体制の強化

1. 埋蔵文化財整理所

律市及び卜野市内に埋蔵文化財整理所があり、出土遺物の収蔵、発掘調査記録

類の保管、整理作業及び報告書作成などにあたっている。上野幣理所は伊賀地区

における国・県等が実施する土木工事に伴う発掘調肖を実施するとともに、巾町

村教育委員会が実施する発掘調西の指導にあたっている。

埋蔵文化財上野整理所

所在地 t~ 野市丸之内 11 7 

（電） 0 5 9 5 -2 4-0 0 7 9 

月 国・県はか関係巾業 市町村指導

農免迅路関係協議（大山田村、伊賀町） 上野市立丸山中校舎改第予定地試掘淵査

5 県ホ 名張赤目地区試掘

県ホ 大山田第二地区試掘 剖山町宮田氏城跡

l/目「ヽク ホ 上野南部地区試掘

6 県ホ 大山田第二地区田中遺跡調ft(8月まで）

農免酒路 伊賀町試掘

7 大山田村広勅 砂利採取事業地試掘

8 
県ホ 大山田歌野遺跡調½(10月まで）

県ホ 名張rli赤目辻垣内遺跡調杏 (3月まで）

， 県ホ 大山田第二地区分布識査

10 

県 木津川改修工事下郡遺跡調査 (2月まで） 大山田村鳳凰寺 土取り巾業予定地

11 県ホ 1:野東部地区試掘

県ホ 名脹巾赤目上束野遺跡調it(12月まで）

県ホ 上野東部地区分布調杏
1 2 

上野東部地区試掘調査県ホ
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月 国・県ほか関係巾 業 市町村指導

1 県ホ 大山田第二地区試掘調査 大山田村広顧 中部電力電柱建設

県ホ 昭和 58年度事業予定地内分布調査

2 県ホ 大山田第二道ノ下遺跡調査

国・県 昭和58年度道路事業予定地内分布調査

3 県ホ 上野東部・上野南部・大山田第二地掘区試
調査

県ホ：県営圃場整備事業

2. 文化財バトロール

埋蔵文化財を主とする文化財の保護の徹底をはかるため、小中高の教員および

民間の有識者などを二重県文化財調否員として各教育事務所に配置しパトロール

を実施している。

叫和 57年度の文化財パトロールは、県文化財調査員 50名に依頼して実施し

た。本年は天然記念物関係の調否員を新らたに加えるとともにパトロールの地域

的偏りの是iEを計ったか、調査員の不足により十分でなかった点もある。

(1) 開発計画と文化財パトロール

総パトロール件数 86 3件のうち、埋蔵文化財関係が 89 %を占め、処埋件

数 15件がすべて埋蔵文化財関係となっている。それらの頑向としては、宅地

造成・小規模土取りなどが目立ち、これらの小規模開発に対する埋蔵文化財保

護の事前協議、指導を県及び市町村教育委員会が一体となって対処する体制づ

くりが必要である。

(2) 文化財の実態確認

文化財パトロールによる新発見遺跡は、 61件であったが、周知の遺跡の実

態雁認により追加及び訂正されたものも多くある。これらについては、遺跡カ

ード、遺跡地図に追加記人し整備したうえで、関係市町村教育委員会などに配

布し活用している。今年度の国・県指定の文化財に対するパトロール件数は、

9 9件で、全体の 11 %にしかすぎないが、管理状況の把握及び管理に対する

指導などを通じてより一屑充実強化していく必要がある。
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（昭和 57年度文化財バトロール実施状況）

重要
史跡 名勝 天記念物然

埋蔵
文化財 文化財

処 理 内 容
国151 28 4 23 

9,000 
県212 66 ， 76 
巡処

巡視 処理
巡処 巡処 巡処

教事務所育 文化財名 内 容
視理 視理 視理 視理

件 件 中勢 （遊技場） 現地教立委会
4 4 2 町 へ連絡

南志 小姫塚中世墓 （土取り） 現地立会

5 1 -- 26 1 中勢 （宅地） 現地立会

中勢 （学校） 町教委へ連絡
6 11 一 1 一 1 一 74 2 

南志 白浜貝塚 （道路） 市 I/ 

町教委へ連絡
7 5 一 2 一 6 99 1 中勢 上野城跡 （相撲場）

試掘調査

8 8 一 2 一 20 77 一

中勢 （土取り） 町教委へ連絡， 3 一 2 一 5 75 2 ,, 
（ ，' ） 

” 
町教委へ連絡

10 6 6 一 38 1 熊野 千福寺遺跡 （団地）

現地立会

中勢 自衛隊南方古墳（土取り） 町教委へ連絡
11 61 2 

，, （工場） ，' 

12 3 一 87 1 

中勢 岡南古墳群 （田地改良） 町市教委へ，'連絡
南志 近世台場跡

1 3 一 82 3 ,, 大仏山西麓古墳（土取り） 町 I/ 

2 4 一 3 一 68 1 南志 鍋田古墳群 （道路） 町教委へ連絡

3 3 4 一 73 一

総パトロール件数 8 6 3件
計 43 一 7 一 49 一764 16 

総処理件数 1 5件
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（四日市市文化財パトロール調査員）

涸否員 所 属 仕 所

石井 剛 菰野中学 校

片岡雅章 桑名裔等学校

森下 明 大矢知典譲小学校

個 人

早川裕己 大谷台小学校

加藤浮次 大池中学校

村上智子 羽津小学校

地 区 分 担 地 区 調 査 員

A 地区 保々、下野、八郷、大矢知、富州原、富田 片岡 ． 森下

B 地区 県、三直、神前、羽津、海蔵、橋北、旧市 早川 ． 村上

C 地区 桜、川島、神前、常磐、日永 加藤 ． 石井

D 地区 水沢、小山田、内部、河原田、四郷、塩浜 個 人 ． 加藤

（註 「四日市市文化財パトロール要項」は、 「三直県埋蔵文化財年報 7」昭和 51年度版

1 9 7 7. 3を参照）

（津市埋蔵文化財バトロール調査員）

調査員 所 属 住 所

河合良成 南郊中学校

西 口嘉雄 西郊中学校

浅生悦生 ” 
和田 勉 橋南中学校

裔士洋幸 新町小学校

長谷川 博 高田高等学校

三直大学歴史研究会原始占代史部会

津裔地歴クラプ （顧問北村治郎）

津西裔郷土史クラプ（ I/ 栗本俊雄）

” 地理クラプ （ ” 徳井賢）

晶田裔郷土史クラプ（ ” 長谷川博）
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3. 埋蔵文化財発掘技術者研修

埋蔵文化財の調査に関する専門的知識と技術の向上を目的とした研修事業は、

昭和 42年度以来、学校職員を対象として夏期に県外の研究機関に派遣して実施

してきた。しかし夏期の短期間の研修では不十分であるため、昭和 54年度から

は研修事業を強化拡大し、県外 3カ月、県内 9カ月の 1カ年研修を実施している。

昭和 57年度研修生

橋 本俊士 （上野高等学校教諭）

川 村輝夫 （多気中学校教諭）

田阪 仁（波顧小学校教諭）

中 川善夫 （栄小学校教諭）

（昭和 57年度研修内容）

月 県 内 研 修 県外研修

4 0文物化財保護行政について O遺跡見学
O遺整理実習

5 O遺物整理実習
0分布調査実習

6 0発掘調杏実習（斎宮跡、前田
遺跡）

7 0発掘遺調査実習（起A遺跡、前 0飛烏藤原宮跡発掘調否部
田跡）

0起発掘調査実習（辻垣内遺跡、 O埋文センター ” 8 
A遺跡）

， 0発掘調査実習（辻垣内遺跡）

” 
10 

0発掘調査実習（辻垣内遺跡） 0平城宮跡発掘調査部

11 
0発掘調査実習（河田古墳）

” 
12 

0発掘調査実習（河田古墳） ，, 

1 
0発掘調査実習（河田古墳）

2 O報告書作成実習
0発掘調査実習（河田古墳）

3 
0室内講義
O報告書作成実習
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（室内講義内容）

月 日 内 容 担 当 場 所

3. 7 ・文化財の取り扱い 係長小玉道明 津埋蔵文化財整理所

•三重県の弥生土器 主査伊藤久嗣 ，, 

•三重県の古墳時代須恵器 技師山田 猛 “ 
3. ， •三童県の縄文土器 主事倉田直純 斎宮跡調査事務所

•斎宮跡について 主査山沢義貴 ” 
3. 36 •三重県の古代土器 技 師 新 田 洋 津埋蔵文化財整理所

•三重県の中世土器 主事駒田利治 ” 

4. 埋蔵文化財担当者の研修

県及び市町村教育委員会の埋蔵文化財担当者に対する研修会を、隔月に開催地

を順次交替して開催している。

この研修会は県教委文化課 (12名）、斎宮跡調査事務所 (4名）、市、町（

1 3名）、研修生 (4名）の全員参加を原則としており、埋蔵文化財における行

政上の諸問題、調査方法、調査結果等について情報交換及び討議を行った。また、

重要遺跡の見学とともに、文化財関係ほかの講演を聴講した。

（研修内容）

開催 日 開催地 参加数 講 演 ． 見 学

（人） 「21世紀に向けての三重づくり」

5 7. 4. 2 3 県合同ビル 3 7 ー第 2次長期総合計画の策定にあたって一

県企画課企画監昇秀樹

「発掘調査にかかる労働安全衛生について」

5 7. 6. 1 8 
名張市 3 5 三重県労働基準小局安全衛生課 宇田治生

勤労福祉会館 奥出遺跡・ 谷遺跡
名張市遺跡調査会整理室

「津市の長期計画について」

5 7. 9. 3 津市敬和公民館 3 5 津市企画調整係 山田耕作

宮間戸遺跡・前田遺跡•城坂館跡
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開催日 開催地 参加数 講 演 ． 見 学

東員町
「東貝町のうつりかわりと展望」

5 7. 1 0. 2 0 2 6 東員町教育委員会教育長近藤清
保健福祉センター

山田城跡•四日市市文化会館

上野市
「文化財問題一般について」

5 7. 1 2. 2 0 3 2 上野市文化財専門委員 山本茂貴
中央公民館

西明寺遺跡・辻垣内遺跡・鴻ノ巣遺跡

「町並保存について」

5 8. 2. 1 8 サンライフ松阪 2 8 松阪市役所建築課係長 中村貴雄

草山遺跡•河田古墳群•松阪市埋蔵文化財整理室

5. 文化財保護連絡会議

(1) 趣 旨

本県内において行われる住宅造成、農業基盤整備、道路建設等の開発事業に

かかる埋蔵文化財の取り扱いについては、昭和48年 7月10日付教文第 353号で

三重県教育委員会教育長が各市町村教育委員会教育長に通知したところである

が、連絡を強化し、事前協議等における文化財の確認、事務を円滑に行ない、

文化財保護を確立する。

(2) 開催日

教育事務所 開 催 日 時 場 所

北 勢 10月 25日 県庁舎 4F第 7会議室
9 : 3 0-11 : 3 0 

中 勢 10月 27日 合同ビル3F第 5会議室
県関係

松 阪 10月 26日 県庁舎 3F第 2会議室
1:30-3:30 

南勢•志摩 10月 22日 県庁舎 3F第 6会議室
市町村関係

上 野 1 1月 2日 県庁舎 3F大 会議 室

尾 鷲 10月 28日午後 1:30---｝ 県・市町村 県庁舎 2F第 1会議室

熊 野 10月 29日午前 9:30--- 合同 県庁舎 5F第 9会議室
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(3) 協議内容

1) 開発にかかる埋蔵文化財の取り扱いについて

）各種開発事業と埋蔵文化財の保護について

O 各種開発事業計画と埋蔵文化財について

• 県、市町村の開発事業計画を中心として

2) 各市町村における文化財の現状と保護について

(4) 出席者

各 ＾ 教
巾・ 教育

'-../ ef; ー
町は
村は会

• 北勢（教）•大安（教、巾業課）

・束且（教）・菰野（教、観光都巾叶

I I I 
芸濃（教）・安隈（教、企画限）• 否

・凡杉（教）• 臼山（教） ----志（教）

企画課）

・勢和（教、企画課）• 大台（教）•

• 明和（斎宮跡対策室• 企画開発課）

•御園（教）• 一見（教、土木観光課

Iじ‘ 、月司業課）• 南勢（企画杓上課）•南島（教）
応羽（教、土木課）・磯部（教、企画調ti課）•

序 例児（教、建設課）・大土（教）• 志摩（教）

t_ 上野 上野 上野 上野（教）• 島ケ原（教）• 青山（教）・名脹(

野 教、建築課）

尾 県巾
農務課 尾鷲 尾鷲 尾鷲 尾鷲（教）•紀伊長島（教）

駕 務所

熊 県巾 熊野 熊野 熊野 熊野（教）•御浜（教）•紀宝（教）•紀和（教）

野 務所
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圃 緊 急 調 査 の 現 状

1. 大規模開発事業地域遺跡分布調査

(1) 凋査目的

蓮ダム及び南勢水道用水供給事業地域のうち、特に飯高町・飯南町・勢和村

多気町の詳細な遺跡の分布謁杏を実施し、周知の徹底をはかる。

(2) 謁行組織

1) 調査主体 三．屯県教育委員会

2) 調査員 三重県文化財調介員

3) 調査協力 各教育事務所・市町村教育委員会・三重大学歴史研究会

原始占代史部会

(3) 調行実施期間

附和 57年 5月～廿召和 58年 3月

氏 名 勤務校 備 考 氏 名 勤務校 備 考

世占且守 松阪第二小
県又化財

岡本 好雅 山室山小
県文化財

晶介員 謁介員

奥 義次 松阪商贔 II 河合 明 松阪工闊 ” 
澳谷義—— 描水小 II 削J11 屈広 花 岡 tjヽ II 

祐i田 昭 多 気中 II 増田 安生 明 和中 II 

調杏協力 三重大学歴史研究会屈始古代史部会

(4) 調末結査
（）は新発見遺跡で内数

内 糾

対象地区 確認遣跡数
遣物邑含地 古 墳 そ の 他

飯 砂•. 町 7 (3) 7 ( 3) -(-)  ー（ ー）

飯 南 町 19 (13) 19 (13) ー（一） -( ーヽ j 

勢 和 村 2 7 (3) 2 2 ( 2) l (l) 4 ( ー）

多 気 町 4 7 (9) 2 0 ( 5) 2 5 (2) 2 ( 2) 

計 100(28) 68(23) 2 6 (3) 6 ( 2) 
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2. 緊急発掘調査

本年度は県教育委員会が主体となって実施したものは 22件、市町村教育委員

会が主体のもの 28件、遺跡調査会が主体のもの10件で総60件の発掘調杏があっ

た。今年度も圧倒的に公共事業によるものが多く、近年の開発事業が次第に山間

部に移向していくにつれて、縄文時代の遺跡・遺物の検出が増加する1煩向が認め

られる。なお、調査体制、出土品の収蔵・保管などについては多くの問題を抱え

ており、抜本的な改善策を検討する必要がある。

（※ 国・県費補助事業）

遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 費 用 負 担

山田 城 跡 員弁郡東員町山田字城山
第 2西桑名

町教委 事 業 者
ネオポリス団地造成

新晴遺跡 It I/ 長深字元敷 農村総合整備 ” 町

山田廃寺 I/ 

” 山田 武道館建設 l1 // 

頃末遺跡 ，, 藤原町山口字頃未 三枢用幹水線水路建設 I/ 水資源開発公団

大久保遺跡 二直郡菰野町潤田字大久保 都市菰計画街路
野潤田線新設 ” 町

起 A 遺跡 鈴鹿市安塚町字起 県営ホ場整備 県教委 県（農林水産部）※

西川遺跡 1, 郡山町字西川 団 地 坦、と 成
市遺跡

事 業 者
調査会

三宅西条城跡 ,, 三宅町 国道 3 0 6号 改 修 ” 県（土木部）

正法寺山荘跡 鈴鹿郡関町鷲山字加まへ 史 跡 整 備 町教委 関 町 ※ 

前田遺跡 安芸郡安濃町中川 般 農 道 県教委 県（農林水産部）

上 野 城 跡 I/ 河芸町上野字城屋敷 公 懐l 整 備 町教委 町

城坂古墳 ” 安濃町戸島字城坂 町 道 建 設 I/ 

” 
城坂館跡 ,, I/ I/ 

” 
I/ I/ 

中井 遺 跡 ” ” 浄土寺 県営ホ場整備 県教委 県償抹杓槌罪い※

藤ケ森遺跡 ，' ，' I/ ，, 

” 
I/ ※ 

宮間戸遺跡 津市雲出長常町 ，' I/ 

” 
※ 

井 戸 A遺跡 1, 片田井戸町字志保 岩田川災害関連改修 I/ I県（土木部）
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遺跡名 所 在 地 原 因 I調査主体 I 費用負担

大口北遺跡 I久居市井戸山町

東出遺跡

西鷹跡
武家屋敷跡

，, 元町

II 西鷹跡町

岩脇 C 遺跡 I —志郡臼山町

大角遺跡 I ,, 

大谷広遺跡 I // 

” 川口字大角

久居束中学校新設 I市教委

ク ニ本木字大谷広 I小学校体育館新設

西顛古遺跡 I " 一志町大仰字西顧占・ I団体営ホ場整備
中道

北畠氏館跡 I I/ 美杉村上多気

服部遺跡 I松阪市出間町服部

草山遺跡 I ,, 久保町字草山・下村町字 i団 地 造 成 i市教委 I事 業 者
草山

西村遺跡 I多気郡明和町池村

愛場遺跡

麻績神社
西方遺跡

小姫塚

”
 ”
 発シ B遺跡 I " 

斎宮跡 I ,, 

斎宮跡 I ,, 

植松遺跡 I ,, 

“
 

”. 

ク中海

，， 有溺中字発シ

，， 斎宮

” ” 
河田占墳群 I ,, 多気町河田字東谷

下田遺跡¥ ,, 勢和村下出江

田丸城跡 I度会郡玉城町田丸

” 小社字曽根

” 度会町棚橋字宮ノ西

樋ノ谷遺跡 I It 大宮町神原字樋ノ谷

殿垣外遺跡 I伊勢市西豊浜町字殿垣外

塚の上A遺跡 I I/ 円座町塚の上

土地区画整理

マンション建設

県営ホ場整備 I 県教委 I 県（農林7捜罪~)※

武道館建設 I町教委

重要遺跡確認 I村教委

II 

”
 

”' 

”
 

11 

II 

11 

小学校建設 I町教委

史跡現状変更 I町教委

山砂利採取
“
 

村山記念館建設 I町教委

小学校校舎建設

土石採 取 I町遺跡
調査会

小学校校舎増築 I市教委

者

市

業

事

町

II 

”. ”
 村 ※ 

県営ホ場整備 I県教委 I県償附冴涯部｝※

県営ホ場整備 l県教委げ訳農林7挿E部｝※

，
 ”
 

”
 

町

※

※

 

重要遺跡確認 I県教委 I県（教委）※

町

町
※

※

 

県営揮発油税
財源身替農道整備 ハ

I県教委 I県（農林7掟罪い

町

”
 

II 

”
 県営畜産環境整備 i県教委 I県ca林7J<i産部汲ぐ

市

県営ホ場整備 i県教委 I県償附冴咀滴n;※ 
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遺跡名 所 在 地 原 因 I調介主体 I費用負担

大薮追跡 I伊勢r打磯町大薮

大神逍跡 I心摩郡剖児町国府

中部電力鉄塔建設市教委 1~ 業 者

県道安乗港線県教委県（土木部）

下郡遺跡 I上野巾下郡

西明寺逍跡 I I/ 西明寺字西明寺

才良遺跡 I I/ 才良

田中遺跡 I仙J山郡大山田村広顧

歌野遺跡 I I/ 

直ノ下迅跡 I ,, 

宮田氏城跡 I ,, 刷山町丸桂字向出

L束野逍跡 l名張市亦目町

辻垣内遺跡 I t1 

赤日檀遺跡 I ,, 

”
 It 詞波字道ノ下 I県営ホ場整備

II 

1/ 歌野

1., 梢'f-人b{内

鴻之果遺跡 I I/ 皮見字鴻之果

下川原遺跡 I I/ It 字浅尾

澳出遺跡 I ,, ,, 字澳出

小谷遺跡 I ,, 蔵持町芝出字小谷

辻堂遺跡 I ,, 安部田字辻堂

深ケ遺跡 I ,, 滝之原字深ケ

津ノ森遺跡 I熊野市有馬町津ノ森

木津川改修

中学校改築

II 

上地区画整理

中部電力
名張営業所新築

資材誼場建設

土地区画整理

地区内嗣
農業構造改善

小学校校舎建設

II 

屯要遺跡確認 I市 教 委

”
 県営ホ場整備 1県教委 1県（股林水産部）※

県営揮発油税
財源身替農道幣備

II 

II 

任宅・装陶場建設 I町教委 I事 業 者

県歯ホ場整備 I県教委 i県ば林木7持罪い冬

”
 小学校体育館建設 I市遺跡

調査会

II 

”
 ”
 II 

”
 ”
 個人任宅 I市教委

II 

※
 

市

市

県（農林7.Nt罪 い

県（罠林水産部）※

” ※ 

者

市

業

t
 

II 

ff 

”
 11 

※
 

市

市
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緊急発掘調査の概要（※印は国庫・県費補助事業、△印は試掘）

（調査主体のカッコ内は発掘主任者名）

山田城跡（東員町山田字城山）

事業名 第 2西桑名ネオポリス団地造成事業

調査主体 東員町教育委員会（松本 覚・久志本鉄也）

凋 査期間昭和 57年 5月 1日,.__,1 2月 25日

禍肖面積 1 4, 0 0 0面

概 要員弁川の北万約 3kmの標麻 10 7 mの丘陵上に位憤する。城跡は、

主に士塁に囲まれた三つの郭から構成され、土星、通路、井戸等かよく残って

いる。遺構は、掘立柱建物 5棟、礎石建物 l棟及び柵列 3カ所、暗集排水溝、

石組、石列等か検出された。

遺物は土師質皿、羽釜、甕、襦鉢、大目茶椀、茶壷、灰釉皿等か出土してい

るか、こ‘く一部を除いては 15世紀後半----1 6世紀前半の芙濃窯のものと考え

られる。また、中国陶磁として、白磁皿、緑釉小皿、染付椀等が出士している。

その他、宋銭 61枚、鉄製品、石臼等が出土した。

新晴（あらばれ）遺跡△ （束員町長深字元敷）

事業名 農村総合整備モデル事業

晶査主体 東員町教育委員会（松本覚）

調査期間昭和 57年 6月 15日,..._,6月 19日

晶査血柏 3 6 0加

概 要 員弁川と朝明川の間の標高約 50 mの台地上にあり、南は四日市市小

牧西に隣接する。以前ば畑地であったが、調督時においては大部分が流地であ

る。約 60カ所の試掘区を設け調社を行ったが、明らかな遺構の確認はできな

かった。また、遺物もこく少量で、錬倉～室町時代と考えられる。
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山田廃寺（東員町山田）

事業 名 武 道 館 建 設

調査主体 東員町教育委員会（松本覚）

調査期間 昭和 57 年 8 月 2 日 ~1 0月 3日

調肖面積 6 0 0而

概 要 貝弁川北岸の段丘上にあり、東員町庁舎の敷地内に所在する。遺跡台

帳等から寺院跡ということで凋査を進めたが、寺院を裏付けるような遺構の検

出及び遺物の出土はなかった。遣構として多数の柱穴か検出されたが、明らか

なものとしては 2X 2間の掘立柱建物 l棟、 5X 4間の総柱掘出柱建物 l棟が

ある。

遺物は土師器、須恵器、山茶椀等が出土しているが、奈良～鎌倉時代にかけ

てのものと考えられる。なお、ごくわずかであるが、縄文土器片も出土した。

頃末遺跡（ころすえ）△（藤原町山口字頃末）

事業名 水資源開発公団三重用水幹線水路建設

調査主体 藤原町教育委員会（神戸高校 桜木博文）

調査期間 附和 58年 5月 27日,..._,6月 4日

調査面積 1 2 2面

概 要 員弁川右岸の標高約 16 0 mの河岸段丘上にあり、昭和 56年度の分

布調査により石鏃•中世陶器が採取されたことにより遺跡の所在がわかった。

今回の調査は、員弁川よりかんかい用水としてサイホン方式で水を引き上げ

る工事に対応するため実施された。 10カ所の試掘調査で、溝、ピット、土拡

が検出されたか、遺物は全くともなわなかった。排土をふるいにかけたところ

石鏃 l点、剥片 20片か検出された。石材は、すべてチャートである。石鏃は

凹基式で、長さ 2.2 (Ill、幅 1.2 (Ill、原さ 0.4cmで基部の一端を欠く。

大久保遺跡（菰野町大字潤田字大久保）

事業名 都市計画街路菰野潤田線新設事業

-2 0-



調査主体 菰野町教育委員会（神田 薫・菰野高校 杉谷政樹）

調査期間 昭和 57年 12月 4日～昭和 58年 2月 28日

調杏面積 2. 0 0 0が

概 要 三滝川の扇状地扇端部に位骰し、北に竹谷川が流れ、標高約 76 m 。

遺構は、掘立柱建物と思われるもの 7棟以上、出士品から鎌倉末期～室町期と

考えられる竪穴状建物 3棟、溝 16条、井戸 l基、上面と側面を意識してなら

べられた石組遺構（約 1X約 0.6 mの長方形） 1カ所が検出された。遺物は、

土帥器（小皿、鍋、羽釜等）、山茶椀、山皿、青磁、瀕戸（皿等）、天目茶椀

常滑（カメ）鉄披品、砥石、銅銭 l点で、その多くは日用雑器がほとんどであ

った。また、これらの中に縄文土器も数点確認したので、出土地周辺の 48 0 

がにわたり、さらに約 40cm掘り下げたところ土拡 2基と数十点の縄文土器片

と石錘 l点か出土した。しかし、土器片の多くは自然流土と思われる礫層から

の検出のため、上流と思われる北西に位償する未確認の遺跡からの流出遺物と

考えられる。

起（おこし） A遺跡※（鈴鹿市安塚町起）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（山下雅春）

調査期間 附相 57年 6月 10日,.._,1 1月 27日

調査面積 4, 5 0 0面

概 要標高約 12 mの低平な台地上にあり、土拡 l基、竪穴住居 13棟、掘

立柱建物 l棟、古墳 l基、土砿墓 3基が検出された。竪穴住居のうち 11棟は

弥生時代中期～後期で、長方形プランのものが多く、一辺約 4mである。うち

2棟は遺物の残存が艮く、床面直上で甕、壷、高杯、鉢等か出土した ll なかで

も弥生時代中期（第凪様式）の完形壷には、炭化米約 50粒か遺存していた。

他に縄文時代の土i広（径 1.5 m、深 0.3 m)からは、加曽利 E式併行の土器が

数個体まとまって出土した。古墳はすでに耕作により主体部を失くしていたか

周溝から径約 13 m と判明し、周溝内の遺物として占墳時代後期の須恵器杯、
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短頸壷等が出土した。士i広墓 3甚も古墳時代後期に属し、 2.5Xlmの長万形

で、それぞれに須恵器杯、あるいは土師器が副葬されていた。

西川遺跡（鈴鹿市郡 山 町 字 西 川 ）

事業名 団 地 造 成

調肖主体 鈴鹿市遺跡調査会（鈴鹿市教育委員会 中森成行）

謁杏期間 昭和 57年 2月 1日,.._,6月 30日

調査面積 L 2 0 0面

概 要 A地区の西方に位齢し、小支谷に囲まれた細長い台地上に所在する。

1. 2 0 0而の調酉から、縄文時代の竪穴住居 2棟、占墳時代後期の竪穴住居 16

棟、それ以後に続くと考えられる掘立柱建物 12棟か検出され、非常に遺構密

度の裔い遣跡である。縄文時代の竪穴住居の一つは、 4.8 X 4. 8 mの円形のも

ので、中央部に炉跡かあり、中期末頃に比定される土枯片と伍器類か多数出士

した。なわ、本謁介をもって、昭和 50年より開始した郡山逍跡群の調査は終

fした。謁介血積は約 7Jj而、 8年の期間を要した。

三宅西条城跡（鈴鹿 r廿三宅町）

中業名国道 30 6号改修

調査主体 二重県教育安員会（山下雅春）

謁杏期間 胎和 57年 11月 18日～胎和 58年 1月 8日

調査面積 3 0 0が

概 要 北に中ノ川を臨む栖高 40 m の丘陵尾根の先端に位凶し、尾根の鞍部

を 3本の堀り切りで画し、東西に 3郭を配する。東端の郭は北と南に低い土星

か残存し、内に一段高い壇を備える。この郭の東をかすめて国道が敷設される

ため今回の調査となった。遺構は郭へ登る階段、東西 3mの石列が検出された

石列は現存で 2段、約 30 cmの詞｝泉石を北に面をそろえて配石されている。他

にピット、礎石様の石も検出されたがまとまらない。また、北側土累Fには、

弥生後期の竪穴住居が 1棟検出された。発掘区端のため全貌は不明だが、南北
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約 6mの隅丸方形であり、中央に焼土が検出された。遺物は竪穴住居内より高

杯、甕、城にともなうものでは、士師器皿、天目茶椀、常滑甕、羽釜等が出土

した。他に円環状の鉄裂品も出土した。

正法寺山荘跡※（関町鷲山字加まへ）

事業名 史跡整備

調査主体 関町教育委員会（四日市市教育委員会北野 保）

調否期間 昭和 57年 9月 20日.......,1 1月 7日

調査面積約 80 0而

概 要 今回の凋奇は、昭和 53年度の範囲確認トレンチ調査の結果をもとに

山荘跡束部を対象とした。調杏の結果、検出した主な遺構・遺物は卜-記のとお

りである。

士墳 山荘跡中央部の約 40X60mの土壇の東側に張り出す、南北約 15 m 

束西約 16 mの規模で、その基底部には人頭大の石か 1---3段積まれていた。

また、この土壇の南辺では、当時の地表から士壇へあかるための入口と考えら

れる石敷状の部分を確認したか、土壇上の構造については後世の開墾等による

削平が著しく明らかにできなかった。

石敷通路 上記士壇の西北隅から北側に向う幅約 1.9 m、長さ約 4.6 m以上の

もので、両側には 30 ......., 5 0 cm大の石を組み、床面にはこぶし大の石を敷きつ

めている。方形伍敷逍構調蒼地区の東隅にあり、東四に続く土星に接して検出

したもので、束四約 7m、南北約 2mの規模である。四周の石は、幼児の頭部

大で、すべて内部に回って血を揃え、内部にはこぶし大の伝を全面にわたって

敷いている。検出した四固の石は、 1段のみであるか、元は 2......., 3段柏まれて

いたものと考えられる。

伍組溝 方形石敷遣構の北 4.5m にあり、東内に平行する幅約 70cm、長さ約

8 mのものと、今回検出した土壇の南東端から束側に約 3m離れて束内に延ぴ

る幅約 1.1 m、長さ約 5.5 mの石組溝である。

石垣 調査地区囮隅で約 3mにわたって検出したもので、北側に蕗出している
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中央部土壇の北東部を画すものと考えられる。

遺物 完形の土師器皿をはじめ、鍋、すり鉢、陶磁器皿、鉢、甕、天目茶椀及

び軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦などがある。この他に特に珍しいのは、長さ約

1 0cm、高さ約 5cmの士製の犬である。そのつくりは、粘土をヘラで削り、両

方の耳を指でひねり、目、鼻、口をきざみでつけ、非常に愛らしい表情を見せ

ている。ただ 4本の足の下半部と、尾は欠けている。角釘、古銭、銅般の拌と

キセルも検出された。

前田遺跡（安濃町中川）

事業名 一 般 農 道

調杏主体 三重県教育委員会（山田 猛）

謁査期間 昭和 57年 6月 7日,...._,8月 10日

調査面積 9 0 0面

概 要 沖積平地部に所在する浸食残丘の丘陵頂部と、その山裾に位闘する。

安濃川右岸の丘陵一帯には、多くの古墳群が知られ、北方には明合古墳も望見

できる。調査の結果、山頂には弥生時代後期前半の方形台状墓が認められ、山

裾では鎌倉時代以降の土器片が若干出土した。万形台状墓はやせ尾根の頂上部

に四方を溝で区画してあり、多少の盛土をしたものと思われる。台状部中央で

は主体部は認められなかったが、高杯脚柱状部片と甕片が出土した。また、溝

からは壷か数点出土した。この壷類はおそらく墳丘上から転落したものと思わ

れる。なお、この台状墓に西接する部分も、同様な遺構の可能性がある。一方

この台状墓の北側の鞍部には 2条の溝か存在し、同時代の壷が出土した。さら

に、調査区に北接する前田 1号墳は、測量の結果から方形の墳丘であることか

判明し、方形台状墓である可能性も考えられる。

上野城跡△（河芸町上野字城届敷）

巾業名 本城山公園整備事業

調杏主体 河芸町教育委員会（西郊中学校 浅生悦生）
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調査期間 昭和 57年 8月 10日......,1 1日

調査面積約 50而

概 要 参宮道に沿う上野の町並を見下す標高 30 mの台地上にあり、台地の

東端は断崖状をなし、北、西、南はそれぞれ谷が入っている。

発掘区は、相撲場計画地である本丸跡の平坦地の西隅近くにあたる。本丸跡

は約 80 m四方の高台からなり、南側には土塁がほぽ完存し、北西隅、東隅に

は櫓台状土壇が認められ、現況は芝草地である。今回の発掘区内では、建物に

関する遺構が確認されなかったが、土砿 l基が検出された。土i広は 0.7 X 1. 8 

mの細長いもので、瓦片が十数片出土した。さらに土塁の内側にそって、 トレ

ンチを北東、北、北西に各一本入れた結果、幅 60 -8 0cm、深さ 25 -4 0 

crriで断面U字形の溝状遺構が検出された。これは本丸内の排水施設の一部と考

えられる。

城坂古墳（安濃町戸島字城坂）

事 業名町道建設事業

調査主体 安濃町教育委員会（西郊中学校 浅尾悦生）

調査期間 附和 58年 3月 15日,...,3月 31日

調査面積 3 0 0が

概 要 城坂館跡の西方約 13 0 mにある円墳で、既存の町道によって墳丘の

南約｝が削平されている。直径約 7.5 m、高さ約 3mで幅約 2mの周濠がめぐ

り、墳丘の中央部に天井石が崩落した小石室一基が残る。小石室は南半を町道

で切られているが、現長約 1.7 m、幅 0.6 ,...., 0. 7 mで、遺存状態の良い西堅は

高さ約 0.7 m である。石室内部は既に攪乱されて遺物は全く認められない。な

お、町道を南に隔てた拡張工事地域については、 トレンチ調査を行い、幅約 3

m、深さ約 1.6 mの溝二本が平行して掘られており、さらに西方約 40 m離れ

た地点でも同様の溝一本が南北に存在していることが確認された。すでに調査

された城坂館跡の西側一帯の畑地に、侍屋敷等の存在が推定される。なお、城

坂占噴の墳丘上の攪乱上層内から、中近世の陶磁器、土師器片のほか、弥生時
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代前期末の赤焼きの甕片も出土している。

城 坂 館 跡 （ 安 濃 町 戸島字城坂）

事業名 町道建設事業

調森主体 安猥町教育委員会（長野小学校 田中喜久雄）

調森期間 附和 57年 7月 1日,.._,8月 31日

調査面積 2, 0 0 0が

概 要 安濃町大塚の谷をへだてた北側の舌状台地の東端にあり、 80 X 7 0 

m ほどの規模で土塁がめぐる。文献には記載されていない館であるが、出土遺

物などから、室町時代後半のものと考えられる。

今回の調肖は、町道予定地の 25X80mの約 2,0 0 0面について実施した。

表土がうすく、耕作等で相当攪乱を受けていた。主要遺構としては、掘立柱建

物 2棟、火非墓 3基のはか、配石、集石遺構が 3カ所で検出された。掘立柱建

物は 3X 4間のものと 2X 4間のものであるが、前者の柱穴は径 50cm、深さ

6 0 cm前後の掘り方をもつ大型のものである。火葬墓はいずれも 90 cmX 6 0 

cm、深さ 20cmほどの楕円形のもので、原い炭層内に骨片が認められたが、掘

立柱建物廃絶後のものである。出土遺物には青磁、天目、染付などの破片、土

師器、鍋、羽釜、杯、摺鉢片などのほか、鉄釘、銭貨などがあるか出土量は少

ない。

中井遺跡※△（安濃 町浄土寺）

事菜名 県営圃場整備事業

凋任主体 三重県教育委員会（福村直人）

淵査期間 昭和 57年 6月 7日-6月 23日

調否面積 2 0 0が

概 要 安猥川右岸の標高約 14 m前後の河岸段丘上に位憤し、現状は水田で

ある。謁査は排水路部分について 2.5mX80mのはぽ南北方向のトレンチを

設定した。その結果、南北方向に約 2mの間隔をおいて並ぶ、深さ 20 - 4 0 
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cm、直径 40 ......., 7 0cmの 4つのピットが確認された。掘立柱建物の一部と考え

られるか、規模は不明である。その他、不規則に並ぷヒ° ットも検出されたが、

時期は不明である。出土遺物には、土師器、須恵器、山茶椀、山皿、灰釉陶器

布目瓦等かある。

藤ケ森遺跡※△（安濃町浄土寺）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（福村直人）

調査期間 昭和 57年 6月 25日,..._,8月 6日

調査面積 2 3 0而

概 要安濃川右岸の標高約 14 m前後の河岸段丘に位置し、現況は、水田で

ある。調杏は、排水路部分について 2X70m(A区）、 2X45m(B区）

の 2本のトレンチを設定した。その結果、 A区では溝 l条、直径約 20--30

cmO)石を 1列に並べた石列遺構、直径約 10cmの石を約 80cmの高さに積み上

げた石垣状遺構、その他大小 20個の不規則に並ぶヒ° ットが検出された。 B地

区では幅約 3m、深さ約 80cmの東西方向に走る古墳時代の大溝を検出し、埋

土は粗砂と灰色粘土層で形成されている。遺物は、大溝を中心に土師器、山茶

椀、山皿、灰釉陶器、縁釉陶器等が出土した。時期的には、占墳時代から奈良

時代のものが多い。

宮間戸（みやまど）遺跡※（津市雲出長常町）

事業名 県営圃場整備事業

謁査主体 三重県教育委員会（中村信裕本堂弘之）

調査期間 昭和57年 7月29日,_,9月30日 12月 3日～昭和58年 1月10日

調査面積 l次 1. 9 0 0面 2次 6 0 0が

概 要 雲出川左岸の沖積地に位憤し、標高約 lmの畑地である。幹線道路と

排水路予定地を A,....,Eの 5区に分け、調査を行った。その結果、鎌倉時代を中

心にした多数の遺構と遺物を検出した。各区の主要遺構をみると、 A地区で溝
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3条、土砿 8基、 B地区で溝 7条、土砿 11基、火葬墓 4基、 C地区で溝 2条

土i広15基、掘立柱建物 1棟、 D地区で溝 8条、土 i広3基、井戸 2基、 E地区

で井戸 2基か検出された。遺物は山茶椀、山皿が全体の出土量の 9割を占めて

おり、この中には墨書土器も含まれている。その他、土師器、青磁があり、和

鏡 l面、貝殻（シジミ、アサリ）も出土した。

井戸 A 遺跡（津市片田井戸町字志保）

事 業名 二級河川岩田川災害関連改修事業

調査主体 三重県教育委員会（本堂弘之）

調査期間 昭和 58年 2月 22日,..._,3月 12日

調査面積 5 0 0面

概 要 岩田川右岸の標高約 11 mの河岸段丘上に位謹し、現状は畑地である。

調査の結果、平安時代中菓の掘立柱建物 (2X 2間以上） 1棟のほか、ヒ° ット

若干と溝状士砿を確認した。遺物は包含層から古墳時代前期の複合口縁壷、円

筒埴輪片のほか、掘立柱建物の柱穴埋土から若干の灰釉椀片が出土した。なお

平安時代の遺構面の下方に、古墳時代遺構の有無を確かめたが、確認されなか

った。

大口北遺跡（久居市井 戸山町）

事業名 久居束中学校新設事業

調査主体 久居市教育委員会（辻 富美雄）

調針期間昭和 57年 10月 4日,_,1 1月 6日

調査面積 1. 0 0 0而

概 要 低湿地を望む南面する丘陵端部に所在し、約 30cmの表土層を除き黄

褐色粘土層上面で遺構が検出された。遺構は 2棟の円形竪穴住居と貯蔵穴と考

えられる 2基の土砿、石鏃 10本を出土した土i広がある。竪穴任居は 4.5 X 4 

mの楕円形で、側壁近くに 10本の柱穴がみられる。柱穴は直径約 30 cm、深

さ 50cmを測る。さらに床面の中央部に 2本づつ 5組の柱が方形を画すように
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立てられている。入口は南側に出っぱり、入口部に直径 50cm、深さ 30cmの

円形ヒ° ットがみられる。この住居は内部を方形に間敷切り使用されていたと思

われる。住居の横には貯蔵穴をもち、 2棟がならびたった典形的な縄文時代集

落である。現状保存は困難なため、ゴムラテックスによる型取りを行い保存し

た。

東 出 遺 跡 （久居市元町）

事 業名 東出土地区画整理事業

調査主体 久居市教育委員会（辻 富美雄）

調森期間 昭和 58年 1月 2 4 日 ~3 月 1 7日

調査面積 1. 8 0 0面

概 要 雲出川の北側に広がる河岸段丘上に営まれた遺跡である。調査は大き

く2区にわけられる。第 1区は丘陵先端部で、縄文時代後期の直径 30~5 0 

cm、深さ 30~7 0 cmのヒ° ット約 11 0個を検出し、 5世紀後半に構築された

古墳もある。古墳は直径約 13 mで、幅 3mの周濠をもつ。封土、主体部はす

でに流失していた。遺物はいずれも周濠内から出土し、碧玉製勾玉、須恵器蓋

杯、磋である。また、古墳から北へ約 30 mの所で幅 3m、深さ 1.5 mの舌状

丘陵を横断するような溝が検出された。溝から 5世紀後半の須恵器蓋付高杯 3、

長頸壷 l、短頸壷 l、格が出土した。これらは溝の北側に祭られたものが溝内

ヘ洛下したと想像される。すなわち当遺跡は、古墳と古墳外地域を区画し、古

墳祭祀を占墳上だけではなく、さらに外地域で行っていたとも考えられる点が

注目される。

西鷹跡武家屋敷跡（久居市西鷹跡町）

事 業名 マンション建設事業

調社主体 久居市教育委員会（辻 富美雄）

調査期間附和 57年 11月 24日.......,1 2月 15日

調査面積 5 0 0面
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概 要 江戸時代の藤堂家の居城久居城の北端部分にあたる。け藤影記』中の

絵図には、城中と町屋の境に I 溝せまく御座候•….・Jとある。今回の調査は、

絵図中の城を区画する溝（堀）の検出を目的とした。

晶査の結果、現在の町境界より約 10 m南に幅 5m、深さ 2mの溝か検出さ

れたので、 『藤影記』の絵図の史料的価伯を再確認しえたと考える。また江戸

時代を通じて城境界が約 10 m北へ移動したことは武家屋敷の拡張、町屋の縮

小を表わし、武士と町人とのかかわりを考える上で興味をひく。

岩脇 C 遺跡※（白山町川口）

事業名 県営圃場幣備事業

調杏主体 三屯県教育委員会（本堂弘之）

調西期間貼相 57年 10月 12日,....,1 1月 4日

調査面積 6 5 0面

概 要 雲出川支流である弁天川左岸にあり、標高は約 46 mの東に向かって

はり出した微緑地の束端に位憤する。今回の調査は、散布域の東北部分約§に

ついて実施した。遺構は、調査地区の中央に自然形成の大溝があり、その南側

で配石土i広2基を検出した。うち 1基は、深さ約 10 cmと浅く一列一段の石組

がみられ、土帥器鍋片か出土した。他の 1基は、深さ約 1.5 m と深く、黒灰色

の埋土からは礫のほかに山茶椀、青磁片等か出土した。ピットは多数検出され

たか、建物としてまとまらなかった。遺物には、山茶椀、鉢、土師器小皿、鍋

、瓦岱椀、青磁片か出土した。

大角（おおずみ）遺跡（白山町川口字大角）

事業名武道館建設

調行主体 白山町教育委員会（町井 徹•三重県教育委員会 本堂弘之）

謁行期間 昭和 57年 9月 27日,.._,1 0月 1日

調査面積 200rrt 

概 要雲出川右岸、標高約 45 mの河岸段丘上に位骰する。遺跡の範囲は
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350X400mで現在は田畑や宅地等である。調杏は、 1ox2omの範囲

で行った。遺構は、弥生時代中期の竪穴住居 2棟と、中世の掘立柱建物 (2X 

3間） 1棟である。竪穴住居は、 4.5 X 5 mの方形で、南側と西側に周溝をも

つ。他の一棟はすでに削平され、全体の約｝しか検出できなかった。遺物には

弥生時代中期の土器片、奈良～平安時代の土師器（杯•甕）、須恵器（杯）、山茶

椀、サヌカイトの剥片がみられた。

大谷広遺跡△（白山町二本木字大谷広）

事業名 白山町立大三小学校体育館新設事業

調査王体 白山町教育委員会（久居市教育委員会 辻富美雄）

調査期間 附和 58年 12月 16日

調査面積 4 8面

概 要 大三小学校を含む約 5万がに及ぶ大集落遺跡で、弥生時代から占墳時

代の遺物が広範に散布しており、体育館建設予定地は標麻約 60 mの台地中央

部にあたる。その内 1,2 0 0面に対し 6カ所のトレンチを設定し調介をしたが

遺構・遺物ともに検出されなかった。

西瀬古遺跡△ (-志町大仰字西瀬古•中道）

事業名 団体営圃場整備巾業

調査主体 一志町教育委員会（長野小学校 田中喜久雄）

凋査期間昭和 58年 1月 15日,_,1 6日

調針面積 6 4而

概 要 大仰地区上出集落の所在する雲出川左岸の河岸段丘上の畑地に位置し

100X700mの範囲に弥生時代から室町時代の遺物が散布している。調蒼

は、工事により削平される地域に 20 m間隔で 2X 2 mの試掘拡 16カ所を設

定した。その結果、各試掘砿とも全体にわたって表上下約 60cmまでに遺物包

含層を確認したが、出土遺物は錬倉～室町時代の土師器、山茶椀、瓦器片が少

量あるのみで、遺構は認められなかった。
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北畠氏館跡※（美杉村 上 多 気 ）

事業名 手水舎移転

調査主体 美杉村教育委員会（久居市教育委員会 辻 富美雄）

調査期間 昭和 57年 7月 26日,.._,9月 15日

調査面積 500rrt 

概 要 室町時代伊勢国司として君臨した北畠氏の館と伝えられ、現在北畠神

社境内となっている。調森の結果、表上下 1mに石積基底部が長さ約 10 mに

わたり、検出された。石積みは約 50 cm大の石で 2段積まれ、端部が L字状に

曲かっている。近くから室町時代の土師質小皿か出土しており、このことから

この石積は北畠氏当時のものと考えられる。なお、美杉村では、今回出土した

石積みを目で見る史料として露出展示した。

服部遺跡※ （松阪市出間町服部）

事業名 県営圃場整備事菜

調査主体 三重県教育委員会（幅村直人）

調一行期間 昭和 57年 10月 12 日 ~1 2月 7日

調行面積 1. 5 0 0而

概 要 櫛田川右岸に広がる沖槙平野にあり、標高は約 3mである。調査の結

果、奈良時代の掘立柱建物 3棟、根石だけを残す中世の抽立柱建物 l棟、中世

の土i広墓 l基、常滑大甕使用の甕棺墓 1基、時期不明の東西方向および南北万

向に走る溝 2条、井戸 1基等を検出した。遺物としては、土師器、須恵器、灰

釉陶器、山茶椀、常滑陶器等があり、時期的には占墳時代から室町時代までみ

られるか、平安時代前半から中頃の遺物はみられない。中でも中世土砿墓に伴

う完形の竜泉窯青磁椀 2個は、資料的に価値か裔い。

草山 遺跡 （松阪市久保町字位山、下村町字草山）

事業名 三交不動産KK、宅地造成

調査主体 松阪市教育委員会（榎本義譲）
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調査期間 昭和 57年 5月 10日～昭和 58年 3月 31日

調査面積 9, 0 0 0≫1 

概 要 梅村学園北の周囲を水田に囲まれた独立丘陵（水田との比高約 8m)  

の北東側に位置する。昭和 56年 1月 7日から 28日に至る期間に行われた試

掘調査の結果、遺跡の範囲は、丘陵中央に位置する久保古墳（前 n期径 52 m 

高さ 6m、県史跡）の北東側の丘陵約 2万況に及ぶことが明らかになった。調

森は、久保古墳に隣接する 5,0 0 0≫1の保存部分を除く 15, 0 0 0≫1を対象と

するもので、発掘調査 2年、整理期間 1年の予定で、昭和 57年 5月 10日よ

り発掘調査を開始した。昭和 58年 2月 28日現在、遺跡の北東側、約 8.5 0 0 

況の調査を終えた。

主な遺構としては、竪穴任居 85棟、掘立柱建物 44棟、方形周溝墓 6基（

以上弥生時代後期 一部古墳時代初頭）、占墳 l基 (5C後半、周溝のみ、径

1 2 m、周溝幅 3m)、溝及び井戸（室町時代）が検出された。遺構は、その

ほとんどが弥生時代後期のもので、後期後半のものが圧倒的多数を占め、その

時期に爆発的に住居が増加したことを窺わせる。また、住居構造については、

暗茉排水や壁柱穴を持つ竪穴住居が多く検出され、桁行 3間ないし 4間、梁行

1間の掘立柱建物が一般的であることが明らかになった。

出土土器は、ほとんどが弥生時代後期の遺構に伴うもので、整理箱 25 0箱

に及ぶ。良好な一括資料も多く、器形も多種にわたり、後期弥生土器編年研究

上貴重な資料といえる。その他の遺物としては、石鉄 l、石斧 2、石庖丁片 2、

土錘などがある。また、鉄器の存在を示す砥石が竪穴任居より多く出土してい

る。遺跡全体の約合の調杏を終えた段階ではあるが、遺構の配骰を見ると、竪

穴住居群と掘立柱建物群、炉も貯蔵穴も持たない大形住居、遺構の希薄になる

場所に造られた方形周溝墓などの占地について、集落構成上の計画性かうかが

われ、今後の調査を進める上での課題と考えている。

西村遺跡※ （明和町池村）

事業名 県営圃場整備事業
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凋介主体 三屯県教育委員会（高見宜雄）

調査期間 昭和 57年 6月 7日,....,7月 17日

調査面積 1. 0 8 0面

概 要 櫛田川支流の祓川~-岸の台地上遺構は井戸 l 基、掘立柱建物 2 棟、数

条の溝、多数のピットが検出された。特に北端部の溝からは多数の土師器鍋片

か出上した。井戸は直径 2mの素掘りで、深さ 2mはどの地息から 1節ずつに

切った竹が 3本直なり合った状態で出土した。この内 1本には木釘か打ち込ん

である。追物は杢町時代中頃以降の士師器が大多数であるが弥生時代中期にあ

たる産形土器 2点や、奈良時代～平安時代の土師器も出土した。

愛場遺跡※ （明和町池村）

事業名 県営圃場整備事業

調査士体 二重県教育委員会（贔見宜雄）

調雀期間 附和 57年 7月 14日,.._,8月 6日

調査面積 2 2 0面

概 要 西村遺跡の南力保約 40 0 mの位協にある。逍構は、掘立柱建物 l棟と

［自径 4mの井戸、溝跡などか検出された。井戸からは曲物を 3段に重ね、二方

向に細い竹釘で止めた井筒か出土した。遺物としては、鋪倉～室町期初期にか

けての多くの灰釉椀、山茶椀、他に上帥器鍋や皿、播鉢等が出土した()出士上

器量や器種から、この時期における使用土器セット関係を考察する上で貴重な

資料が得られた。

麻績神社四方遺跡・※（明和町中海）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 二重県教育委員会（新田 洋）

調行期間 附和 58年 1月 10日,..._,1月 11日

調否面積 200rrt 

概 要 祓川右岸の沖積地に立地しており、表面調査で中世の土師器片、陶磁
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器片を確認している。調査は排水路予定部分（幅 4m、延長 50 m)であった

が、 4カ所の試掘拡を設定し、遺構があれば拡張していくという方法で実施し

た。屑序は基本的に上から第 1~曽：灰褐色砂質土（約 40 cm)、第 2府：黄褐

色粗砂 (10 ----1 5 cm)となり、 2層以下はバラス混りの砂眉かつづく。 2屑上

面が中世の遺構面と考えられるか、遺構は確認されなかった。

遺物は土帥器、小皿、鍋の小片かあるが、磨滅しており、河川氾濫時の流れ込

みと考えられる。

発シ（おこし） B遺跡（明和町大字有溺中字発シ）

事 業名 修正小学校改築

調森主体 明和町教育委員会（伊勢市教育委員会 岩中淳之）

淵行期間 昭和 57年 5月 27日-8月 29日

調杏面積 1. 6 0 0況

概 要 玉城丘陵北端の標裔約 30 mの丘陵上。 56年度の試掘調査により建

設f定地内の約 4,3 0 0 ,rtに遺構が存在することが確認され、設計変更を含む

遺跡保護のための協議が続けられたが、最終的に 1,6001ftについて本調査が

実施されることとなった。謁杏の結果、占墳時代後期の方形竪穴住居 2棟、奈

良時代後期の竪穴住居 8棟、掘立柱建物 13棟のはか、土帥器焼成砿 9基、井

戸 l基か確認された。そのうち二等辺三角形状の土師器焼成拡は、長径 3.5 m、

阪辺 1.9 m 、深さ 0.5 mで遺存状況が良好であり、うち l基の端部には帯状の

排煙溝がある。井戸内には木製枠組が三段あり、多量の土師器が出土した。な

お、奈良時代竪穴任居内から士馬 l点か出土した。これらの土器焼成砿、竪穴

任居群、即立柱建物群（倉庫を含む）及び井戸の存在は、 8世紀後半の「有溺

郷」の性格と、北方約 2kmに所在する斎宮跡との関連を含めて多くの問超を内

包している。

斎 宮 跡※（明和町斎宮）

事業名 重要遺跡確認調査
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調査主体 三厘県教育委員会（三重県斎宮跡調査事務所）

謁査期間 昭和 5 7年 5月 6日～昭和 5 8年 2月 2 6日

調査面積 6, 7 0 0而

概要

調
喜調 査 地 区 調査面積 調 査 期間 地箱•地番次

42-1 6AEI-D・F 1.2 OOnt 
5 7. 5. 6--..., 明和町斎宮楽殿

5 7. 7.7 

4 2-2 6AEK-A・D 2 5 0 
5 7 9. 2 3,..._, 

” 宮之前、下園
5 7.1 0.1 5 

44 6AEP-A・B 1.200 
s 7. 7. 2 a,._, I/ 鍛冶山
5 7.1 0.1 3 

4 5 6AEG-P・Q 920 
5 7.1 0.1 4--.., ,,, 楽殿
5 7.1 2.1 4 

46 6AGN-C・D 1. 2 6 0 
5 7.12.1 3- I/ 鍛冶山

5 8. 2.2 6 

4 7 
6ADJ-D・G 

1.870 
5 7. 1 2. 1 3---- ,, 

宮西加座、御館
他 58.2.26 之前、上園

斎 宮 跡※（明和町斎宮）

事業名史跡現状変更

調酉主体 明和町教育委員会（三重県斎宮跡調査事務所）

調査期間 昭和 5 7年 5月 10日～昭和 58年 2月 12日

調査面積 6 5 7加

概要

調 査
調査地区 調査面積 調査期 間 地籍・地番

次 数

4 3-1 6ADC-C 1 5 0 
5 7.5.1 o-

明和町斎宮出在家
5 7. 5. 2 1 

4 3-2 6ADT-B 3 6 
5 7. 5.2 1~ 

，' 木葉山
5 7.6. 9 

4 3-3 6ACP-T 2 7 
s 7.6. z,..._, 

5 7. 6.11 ” 竹川南裏

4 3-4 6ADS-D 4 3 
5 7.6.11-

5 7. 6.2 4 
，, 牛場

4 3-5 6ADE-D 8 6 
5 7. 7.2 8~ 

I/ 篠林
5 7.8.2 

43-6 6AGE 80 
5 7.11. 5,..._, 

I/ 東前沖
5 7.1 1. 1 3 

4 3-7 6ABD-F 6 0 
5 7 11. 2 4,...._, 
57.11.30 

，, 竹川占里

4 3-8 6ADQ-H 1 7 5 
s 8. 1. 2 z,__, 

5 8.2.1 2 
，, 牛場

所有者 備 考

朋和町
計画的面調査

AB地区

,, 計画的面調査

AB地区

個 人
計画的面調査

C地区

個 人
計画的面調査
AB地区

個 人
計画的面調査

C地区

個 人
計画的トレンチ
調査C.AfiltljZ

所有者 備 考

個 人
個人住宅
C地区

個 人 倉E庫地新区築

個 人
倉庫新築
E地区

個 人
個人住宅
E地区

個 人 個人住宅
D地区

明相町
町道側溝
E地区

個 人 倉C庫地新区築

個 人
駐車場造成
D地区

(4 3-6次は、非補助金事業）
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河田古墳群※（多気町河田字東谷）

事業名 山砂利採取

調査主体 多気町教育委員会（昭相 57年度埋蔵文化財発掘技術者研修生）

調否期間 昭和 57年 10月 25日～昭和 58年 2月 23日

調査面積 3, 3 0 0加

概 要 当古墳群は、既に 3次の調査が行なわれており、今回の調査は C支群

の一部に相当する。調査の結果、 4基の占墳と、古墳時代と平安時代の土砿墓

各 l基が確認され、このほかにも占墳 3基の存在が推定された。古墳は、調査

区西半部に集中し、東方は良好な尾根にもかかわらず築造されておらず、古墳

の占地に何らかの制約があったものと推測される。確認された占墳は、全て木

棺直葬であり、 6世紀後半から 7世紀前葉に及び、 25号墳か方墳と考えられ

る以外は全て円墳である。調杏区内では最高地に位闘する 21号墳は、径約20

m と最大であり、主体部外から須恵器壷 l、杯身 5、杯蓋 7が出土した。 22 

号墳は周溝が不明瞭であるが、棺内から須恵器壷．杯身・杯蓋各 l点が出土し

た。 23号墳は攪乱が著しいか、同一主体部に 2棺が並葬されており、南棺か

らは金環 2、勾玉 l、小玉 7、刀子 1、鉄鏃 2、北棺からは刀+1と骨片が出

土した。 24号墳は同一主体部に 2体が並葬され、須恵器の壷、高杯各 l点と

土師器甕 2、杯 3が出土した。 26号土i広墓内からは、須恵器杯身、平瓶、土

師器甕各 2点と鉄鏃 3点が出土した。このほかに、平安時代後期の灰釉小瓶と

皿各 l点と土師器皿や鉄片を出土した土i広がある。さらに各地点から、金環、

滑石製紡錘車をはじめ、縄文時代の土器や石器、弥生土器、占墳時代須恵器や

土師器、室町時代土師器等も出土した。

下田遺跡 （勢和村下出江）

事業名 県営揮発油税財源身替農道整備事業

調査主体 三重県教育委員会（新田 洋）

調査期間 昭和 57年 12月 13日,.._,1 4日

調査面積 2 0 0が
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概 要 櫛田川中流左岸の段丘北端部と、川に向って南へ突合出した丘陵麓部

の接息近くに立地し、椋闘 5 9 m前後である"中世の士師器鍋、肌、山茶椀、

陶堺（常滑）が多墳に表面散布していた。凋行は、迅路 f定地に幅約 3.5 m 、

延長約 60 rnのトレンチを設定して実施したり店本竹rtは、第 lr月：耕作上（

灰色で 15 cm) 、第『~: 灰黒色砂質土 (40 ----5 0 cm)、第 Ill閥：黒色粘質

士（地山で、無遺物f曽）であり、遺物は、第 ll屑と第 DI;~ の変わり日付近で、

巾世遣物（土師岱、山茶椀）が少情みられた，）第圃！憎上血か、遺物からみて錬

倉時代～室町時代の生活面と考えられるか、遺構の確認はで占なかった。しか

し、少贔の追物は残存状態が良好であり、本凋介地点では遺構の確認はで合な

かったか、固辺に遺構（集落跡）の存在は十分に考えられる Q

田丸城跡 （玉城町田丸）

巾業名 村山龍平記念館建設

謁査上体 玉城町教育委旦会（坪井信義・外城田小学校 大内素行）

謁行期間 昭和 57年 7月 29日,.....,8月 29日

謁行血積 7 0 0 nt 

慨 芸 田丸城の創建は南北朝時代に始まるが、天正 3年 (1 5 7 5)織田｛け

雄によって本丸、二の丸、北の丸を備えた堅固な城郭に修築された。今回の謁

査は教育委員会建物のIU地に当たり、遺構面の遺存状況ぱ悪い，）調査の結果、

室町時代後期から江戸時代悛期の礎石建物 3棟、柵列 1、溝 3条、石組上i広、

小ピット群を確詔した。選物は極めて豊富で、山茶椀、天目茶椀、施釉陶器（

鉢、甕、面、椀）、染付椀、皿．、士師器（鍋、羽釜、 IIU)、巴文瓦、寛永通宝

などが出上した。

植松遺跡 （玉城町小社字曽根）

ijJ業名 ド外城田小学校校舎改築

調査主体 玉城町教育委員会（坪井信義・外城田小学校 大西素行）

調肖期間 附和 57年 11月 26日～附和 58年 1月 7日
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謁介血積 1. 2 0 0而

慨 要 小社地区の南側一帯の椋砂約 20 m の低台地上にあり、 8月に丈施し

た試掘謁杏の結果、校舎建葉予定地の全域に遺構か確認されたため本調査を実

施した。遺構は弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての万形竪穴住居22

棟のはか、鎌倉時代の掘立柱建物 l棟と中世墓と思われる石組みを持つ上 i広2

枯と溝 4条を検出した。竪穴住居には大小二種類があり、大型は一辺 8m、小

型は一辺 6m以ドで、両グループとも床面中央部に炉跡かあり、また、固溝を

持つ例は少ない。出士遺物は、弥生士器と古式土師器がt体をなすが、住居跡

の重復関係から細かい時期差が抽出されるものと思われる。

小姫 塚 （笈会町棚橋字宮ノ山）

tj; 業名土砂採取

凋行—t体 I斐会町遣跡調社会（小俣中学校 中西 健）

謁行期間 附和 57年 5月 22日-2 3日

調否向積 8 0而

概 要 宮川左岸の標高 30 mの山腹に位骰する中世墓であり、調杏の結果、

墓地部分と階段部分か検出された。墓地部分は、ほば方形 (3X 2. 6 m)で、

内辺と東辺で南北方向に並ぶ列石を持つ。西辺は比較的幣然としており、部分

的に二段ないし二段に積まれており、東辺は大型石（最長で 75 cm、最限で40

cm)か 4個以上並び、さらに 90四m程東側には階段部分の列石がある。両辺の

間からは、五輪塔、蔵骨器と考えられる t師器鍋等か出士した。階段部分は、

全長 6mで、勾配に緩急かあるが、その間の比高はおよそ 3mである。最上段

は二段で、間隔は狭く、他は 30 - 5 0cmの間隔で 1- 2個、場所により数個

の石か並んでいた。

樋ノ谷遺跡（大宮町神原字樋ノ谷）

事菜名 県営畜産環境整備事業

調査主体 三重県教育委員会（裔見宜雄）
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調査期間 昭和 57年 11月 9日～昭和 58年 1月 11日

調査面積 1. 4 5 0面

概 要宮川中流域沿岸の河岸段丘と、標高 15 0 m程度の山より延びる舌状

尾根の端部が接する場所に位紺し、標闘は約 80 mで、その北側斜面に立地す

る。遺構は、縄文時代の竪穴住居 2棟、土t広30数基である。住居の内 l棟は

早期もので、 3X 3. 6 mの長円形をしている。埋土からはネガティブな楕円文

をはじめ、山形文、格f目文を施した 5形態の押堕文土器が出土している。遺

物としては、上記押型文土器の他、勝坂式並行• 加曽 E式並行期が出土してい

る。石器では、石鉄、伍斧、石錘の他に決状耳飾が出土した。

なお、当遺跡の早期竪穴任居跡は、地元の要望により埋め戻して保存される

こととなった。

殿垣外遺跡△ （伊勢市困豊浜町字殿垣外）

事業名 豊浜西小学校校舎増築

調杏主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間 昭和 57年 4月 16日

調査面積 5 0が

概 要 豊浜西小学校グランド内及び付近一帯に広がる飛烏• 奈良時代～鎌倉

時代に至る複合遺跡で、附相 55年 8月の調西では、竪穴任居、掘立柱建物、

井戸、溝、土砿等の多数の遺構と遺物か確認されている。今回の調査は、その

すぐ北側に位猶するところで総面積 28 0がのうち 50がの試掘調査を実施し

た。その結果、旧校舎の基礎等で攪乱されており、遺構は確認されなかった。

塚の上 A 遺跡（伊勢市円座町字塚の上）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会（高見宜雄）

調査期間 昭和 57年 10月 4日,,.._,1 0月 18日

調査面積 4 0 0面
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概 要 宮川右岸の標高約 25 mの台地上に位闘し、昨年度発掘凋査を実施し

た中新田遺跡にも近い排水路部分のみの調査であったため、遺構と遺物共に極

めて少なかった。遺構としては、溝 4条と数個のヒ° ットが検出された。溝は幅

約 2mで南西より北東に走り、集落を区画するものと考えられる。遺物は、山

茶椀、土師器細片がはとんどで鎌倉時代のものか中心である。

謁査面積が狭いため、遺跡の全貌は不明であるが、近辺には多量の土器片が

散布するため、集落跡の存在が考えられる。

大薮遺跡△ （伊勢市磯町大薮）

事業 名 中部電力株式会社鉄塔建設工事

調査主体 伊勢市教育委員会（岩中淳之）

調査期間 昭和 57年 8月 23日,..._,9月 1日

調査面積 l 5 6面

概 要 外城田川左岸に位骰する縄文～鎌倉時代に至る複合遺跡で、昭和 47 

年の南勢バイパス工事に伴う調査では、弥生後期万形周溝墓、平安時代の掘立

柱建物、井戸等の遺構、縄文早期の押型文土器をはじめ多くの遺物が確認され

ている。今回の調査は、遺跡の西南端に位骰する所であったためか、先の調査

でみられた黒色士の推積はなく、その層位は耕作士、黒褐色士、地山であった。

遺構は、非常に少なく柱穴（時期不明）、土砿（風倒木穴か？）が検出された。

遺物は、弥生後期甕片、山茶椀、土師器、フレイクが少量出土した。

天 神遺 跡△ （阿児町国府）

事 業名 県道安乗港線新設事業

調査主体 三重県教育委員会（中村信裕）

調肖期間附和 57年 6月 10日,..._,6月 14日

調査面積 8 0面

概 要 昭和 54年度に発掘調査された殿畑遺跡の北東に続く道路予定地内に

4 X 2 m の試掘砿 10カ所の調否を実施した。その結果、 4カ所の試掘砿から
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遺溝（溝 4条）か検出された。また、これらの試掘拡から土師器小皿が大M:に

屯なり合った状態で出土し、他に山茶椀、肯磁、常滑甕片も出土した。時期と

して、謙臼時代から室町時代か考えられ、近くの国府城との関連がうかかわれ

る。

下郡遺跡 （上野巾卜月;）

中業名 ー級河川木津川改修上ii事業

調it_r体 三重県教育委員会（中森英夫）

晶介期間 昭和 5 7年 11月 1日～昭和 58年 2月 17日

調行向柏 1.0 0 Om' 

概 要 本年度は、依那占橋の北内部を凋査区とした。遺溝では、江口時代の

鍛冶上り施設をもつ屋敷跡を検出した Q 全体には、 J11 J泉伍OJ{J組、集伍遺構が

多い。それらのうち、長径 20 ,__, 4 0 cmの川l泉石を 2,__, 3段組み、平向形で5.3

X3mの伍組は、その埋土に焼上と鉄滓を確認した。その他、池状遺構、井口

平面形 2X 3 m、深さ 30 X 4 0叩で底部と四歴に小白をはりめぐらす土砿、

長径 20 X 4 0 cmの川J阜石 1,__, 2段が長力形にめぐる土拡等がある。また、東

山方向の溝数条もある。逍物には、鍛冶工房跡の存在をホすものとして、多数

の鉄滓や輛の羽 f_jか出土した。日常生活使用のものでは、摺鉢、土師質小皿、

鍋、瓦質鍋、磁沿椀、大目茶碗等がある。

西明寺（さいみようじ）遺跡※（上野巾西明寺字西明寺）

事業名 直要遺跡確認

調査主体 上野巾教育委員会（四森平之）

調任期間 II什和 57年 11月 8日～昭和 58年 2月 28日

凋杏血積 l.400rd 

概 要 本年度は、 3カ年計画の也明寺遺跡発掘凋査の最終年度にあたり、伊

賀国分寺跡の北部隣接地と南内部隣接地について発掘調査を実施した。両地区

とも、戦後からの開拓等で、かなりの削平を受けていたか、北部隣接地の掘立
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柱建物 (2X 2間以上） 2棟と、 3X 3間以上の建物で比較的大きな掘り方を

持つ柱穴を 2列、やや新しい南北溝 l条を検出した。さらに、南西部隣接地で

平行に走る溝 2条と、それに交わる溝 l条、土砿等を検出した。遺物としては

国分寺指定地内で過去に採集された物と同型式の軒丸瓦片、軒平瓦片の他、緑

釉杯、灰釉皿、須恵器壷など、奈良時代末～平安時代末の遺物が出土した。

才良（さいりよう）遺跡 (t野市オ良）

事業名 丸山中学校改築

謁査王体 卜野巾教育委員会（西森平之）

調行期間 附和 5 7 年 5 月 ~6 日 ~7 月 3 日

謁介面栢 4 2 0而

概 要 木津川卜流右岸の舌状台地上。試堀調査では、上部全面にわたって瓦

堺片、士師器片か見られ、また、中庭西部の南北溝の底から、昭和 22~2 3 

年頃に採集された物と同種の長頸壷、大聖甕、高杯等の弥牛士器が多出した。

本発掘の結果、畿内第 5様式に相当する士器、溝状遺構と共に、それを上部か

ら攪乱する形で、中世の石組池状遺構、溝、乱石群、石列七i広を多数検出した。

また、その中からは、高台の退化した瓦器椀や中世陶器が数多く出士した。弥

生土器を初めとする遺物に見るべき物は多いが、住居跡等は検出されなかった r,

また、オ良寺跡についても、その存在を明らかにする遺構、遺物は認められな

かった。

田中遺跡※ （大山田村広瀬）

事 業 名 県営圃場整備事業

調介上体 二重県教育委員会（森前 稔）

謁査期間 昭和 57年 6月 7日-7月 31日

謁査面積約 60 0而

概 要 服部川左岸の標高約 22 6 mの下位段丘上。昭和 55年 5月の試掘涸

蒼で、柱穴、溝などの遺構や土師器、須恵器などの遺物が確認され、本調査の
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結果表土下 50cmで、中世墓（石組、素掘） 2基、 3 X 2間以上の掘立柱建物

l棟、素掘井戸 l基などを検出した。瓦器、土師器、陶磁器などが埋土中より

出土した。さらに、表土下約 1.2 mは、横穴式石室を持つ占墳の残存を確認し

た。西に開口した羨道は新道工事で破壊されて、規模等は不明であるが、玄室

は幅 1.6 mの奥堅、 2 ,__, 3段の石が残る両壁（北墜 3.7 m、南哩 2.7 m残る）

幅 1.6 ,.._, 2. 1 m・ 奥行 3.8 mの礫床等が残っていた。玄室内で原位骰を保つ遺

物としては、土師器甕、鉄鏃がある。埋土からは、須恵器杯、高杯、刀鍔など

が出土した。

歌野遺跡 （大山田村広瀬字歌野）

巾業名 県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

調査主体 三重県教育委員会（中森英夫）

調査期間 昭和 57年 8月 5日---1 0月 10日

調査面積 1. 1 0 0而

概 要服部川左岸、馬野川右岸の間の標高約 23 0 mの低位河岸段丘上。調

査は、農道計画部分のみを対象とした。その結界、奈良時代後半から平安時代

初期にかけての集落跡が確認された。主な遺構は、竪穴住居 28棟で、一辺 3

-5mの方形であり、複雑に重複している。ほとんどは、北辺または束辺にカ

マドをもつ。中央や周囲に石をおいた残存状態の良いものも 2基ある。その l

棟には、土師器の長胴甕 3個体の底をぬき、 2個を横に連結し、 1個は底を上

に立てた煙道と考えられる施設を検出した。遺物は、土師器杯、甕、須恵器杯

、蓋、甕、鉄斧、紡錘車等が出土した。溝の上層からは、中空の土馬の首と後

胴部が出土した。

道ノ下遺跡※（大山田村剖波字道ノ下）

事 業名 県営圃場整備事業

調査主体 三直県教育委員会（新田 洋）

淵査期間 昭和 58年 2月14日-2月 17日
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調行面積 1 0 0が

概 要服部川左岸の標高約 27 4 mで、新大仏寺の南 10 0 mに位骰し、現

況は水田である。調奇の結果、土層の基本的層序は、第 IJ晋：耕土、第 l層．

床土、第 11層；褐灰色砂質粘土（有機物多く含む）、地ilJ(黄褐色粘士）とな

る。＇層か遺物包含層で平安時代末～鎌倉時代の土師器 IIIl、鍋、瓦器椀、皿、

常滑焼を含む。遺構としては柱穴がみられる。調査が少範囲のため不明な点が

多いが桁行不明、梁行 2間の掘立柱建物 l棟を検出した。他は、土i広、溝であ

る。現地は棚旧となっており、その中位にあたるか、その固辺、特に北の高所

には中世の集落跡が広がるものと考えられる。

宮田氏城跡（剖山町丸柱字向出）

中業名 住宅および製陶場建設

調査主体 剖山町教育委員会（県文化財調査員 寺岡光三）

謁肖期間 附和 57年 5月 30日,..__,6月 7日

調査面積 2 5 0而

概 要 丸柱向出集落の西側に広がる標高約 27 4 mの丘陵上に位猶する。丘

陵尾根を堀で切断し、堀の北側に四方を土累で囲まれた 26mx25mの主郭

を虻し、堀の南側には小さな郭を柾する。今回の調査は、既に削平されている

北土嬰と郭の北部分に限った。調行区の大半が土塁ド部にあたるため、明確な

遺構は検出されなかった。遺物には、近世伊賀焼の鍋、水注などが出土した。

また、今回の事業地外である主郭の東斜面には、伊賀焼の近世窯の一部が確認

された。

上東野（かみひがしの）遺跡※（名張市赤目町）

事業名 県営圃場整備事業

凋査主体 三重県教育委員会（中村信裕）

調査期間昭和 57年 11月 6日,....,1 2月 11日

調査血積 6 5 0加
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概 要 宇陀川の支流滝川左岸の標高約 22 0 mに位附する。主要な遺構とし

て、竪穴住居 8棟、小石室墓 1基が検出された。竪穴任居 8棟は占墳時代初期

と考えられ、すべて方形で 1辺 5mのものから l辺 8m以上の大聖住居もある。

小石室墓は、河原石を用いた長さ約 1.9 X 0. 8 mの方形で、床面に扁平な敷石

かあり、占墳時代後期のものと考えられる。遺物として、古墳時代前期の土師

器壷• 甕•高杯・鉢が大量に出土し、少ないが須恵器杯、瓦器椀• 皿、石鏃な

どもある。

辻垣内遺跡※（名張市赤目町）

事業名 県営圃場幣備事業

調杏主体三重県教育委員会（森前稔駒田利治）

調杏期間 昭和 57年 8月 2日～昭和 58年 3月 25日

謁査面積 7, 0 0 0加

概 要 名張盆地南西部を流れる宇陀川支流涌川左岸の標高 200,.._,2zom

号

の扇状地。縄文時代から近世まで各時代の遺物が散布。調査の結果、東地区は

縄文時代の遺物が多く、西地区では占墳時代前期と後期の竪穴住居跡を検出。

南地区では主として古墳時代後期の竪穴住居跡を検出。

縄文時代では、中期初頭の爪形文土器及び後期と晩期土器片がある。石器は

石鏃、石錐、石錘、石斧、石匙、スクレイパーなど量も種類とも豊富である。

弥生時代では径約 7mの円形竪穴任居跡と土i広があり、中期の小形壷、蓋、壷

などが出土した。古墳時代では、古墳 5基、小石室 2基、竪穴住居跡 75棟、

掘立柱建物跡 15棟か検出された。中世以降では、墓石 2基、土砿墓 4基など

が検出され、磁器、大目茶椀、瓦、五輪塔、石仏などか出土した。

規模
内部構造

副 葬 品
備 考

径 向--, 須 恵 器 土師器 鉄器

1 (万） 1? 横穴式石室 杯、甕 杯 鏃 調蒼後盛土保存

2 (万） 14 12 現状保存

3 (,f明） I/ 

4 (I/) 事業地内周溝調査

5 (方） 14 横穴式石室 高杯、長頸面、四耳壷、平瓶 調査後削平
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赤目壇遺跡（名張市赤目 町 壇 字 大 垣 内 ）

事業名 赤目小学校体育館建設

調社主体 名張市遺跡調酋会（名張市教育委員会 水口昌也）

調行期間 昭和 57年 5月 10日,_,6月 5日

調針面積 5 0 0而

概 要 名張市の南部、近鉄赤目口駅より南東にひろがる台地及び周辺ぱ、縄

文時代から近世に至る様々な遺物の散布をみる広範囲な遺跡である。その台地

のほぼ中央尾根筋にあたる地点に赤目小学校が位置し、昭和 54年の校舎改策

工巾に伴う調行で、古墳時代前期の竪穴住居、後期の土砿、柱穴群、室町時代

の大溝などか確認されている。今回の調査地点は前回の南西部に続き、建設予

定地全体を調否した。その結果、北東部は土取りのため削平されており遺構は

確認できなかった。中央部から南西部にかけて占墳時代後期の土砿 4基と柱穴

を数個検出した。士f広のうち 3甚は、直径 70 --8 0cmの竪穴で、埋土より士

師器甕、須恵器杯等が出土した。

鴻之巣遺跡（名張市夏見字鴻之巣）

巾業名 土地区画整理事業

凋査主体 名張市遺跡調社会（名張市教育委員会 水口昌也）

調査期間 附和 57年 6月 19日,_,1 2月 25日

調査面積 6, 7 0 0沼

概 要 名張市の中央部、男山の西より旅生した丘陵上に位憤する。淵査の結

果、占墳時代前期の竪穴住居 8棟と飛鳥時代の竪穴住居 22棟と土砿、奈良時

代の掘立柱建物 28棟と井戸 l基、土器溜め、士砿等を検出した。掘立柱建物

のうち束柱をもつ倉庫様建物が 9棟あり、北部と西部に集中している。掘立柱

建物の中で最大のものは、東内両面に廂をもち総床面積 11 3. 2平方面を叶る。

建物の多くは、一辺 80cm前後の方形の掘方に 30 cm前後の柱を建てたもので

真北に近い棟方向をもつ。また、建物に直複かみられることにより数次の建替

えが考えられる。遺物は、各遺構に伴う土器と数十個を数える土錘、刀f 士ヽ
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馬、円面硯 2個体分、銅装帯金具（蛇尾 1個）等か出土した。これらの出土物

とともに、建物の多くは棟方向を南北あるいは東西にそろえるなど配附に叶画

性かうかかわれ、地方においては、一般集落を想定するよりも、官街あるいは

有力蒙族の尾敷の一部である可能性が強い。

下川原遺跡（名張市夏見字浅尾）

事業名 中部電力（株）名張営業所新策工事

調査主体 名張市遺跡調杏会（名張市教育委員会 水口昌也）

調査期間 昭和 57年 2月 15 日 ~3 月 1 5日

調査面積 9 0 0 nt 

概 要 名張巾の中央部、名張川南岸の微高地端部に位附し、周辺は条理地割

の残る水田である。調査の結果、東端より古墳時代前期の竪穴住居を 2棟検出

した。この時期の住居跡は、山間丘陵上の人参峠、白早稲、土山遺跡と台地上

の赤目壇遺跡から確認されており、今回の盆地低部よりの確認と合わせ、古墳

時代前期布留式の時期には全地域的に集洛数か増加するものと考えられる。た

だし、市内では須恵器出現以降 6世紀後半までの住居は、はとんど確認されて

いない。また北側からは、占墳時代後期の須恵器を 1点だけ副葬した土i広墓 3

基、 7世紀前半の、内面にかえりの付く蓋の宝珠つまみを欠いた杯蓋を 2個な

らべ枕とした小伍室を 1基検出した。同様の杯身あるいは蓋を 2個ならべて枕

とする例は、 6世紀後半の尻矢 5号墳（小石室）にもみられる。南側からは、

青磁片、瓦器を伴う 2X 3間の掘立柱建物を検出した。その他、包含眉から弥

生中期の土器片と、時期不明の土j広を 4基検出した。

奥 出 遺 跡 （名張市夏兄字奥出）

事 業 名 資材附場建設

調杜主体 名張市遺跡調沓会（門田了三）

調杏期間 昭和 57年 4月 16日.......6月 15日

調査面積 1, 0 0 0面
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概 要 名張市東南部、名張川と青蓮寺川の合流点より南西に広がる丘陵の先

端尾根に位附し、先端部には士塁を伴う中世城館が、南西斜面には横穴式石室

を有する占墳群が確認されている。文化財パトロールで造成工事を発見し、造

成工事の一時中止と調否費用負担の協力を得た。調杏の結果、尾根筋より 3基

の横穴式石室の基底部を、餡斜がゆるやかになる尾根平坦部より、弥生後期か

ら古墳時代前期にかけての竪穴住居 3棟、古墳時代後期の小石室 2基、土i広墓

3基、中世城館に伴う堀切等を検出した。遺物は、各遺構に伴う土器と、縄文

晩期の深鉢、古墳前期の石製合子蓋、後期の勾玉、管玉、ガラス小玉等か出土

した。内でも碧玉製合子が、竪穴住居跡から出土した点は注目される。

小谷遺跡 （名張市蔵持町芝出字小谷）

事業名 土地区画整理事業

謁査主体 名張市遺跡調査会（門田 f三）

調査期間 附相 57年 4月 10日--9月 3日

調杏面積 2,800nt 

概 要 名張市の中央部、男山より西に旅生した丘陵の西側に位置し、北に開

いた台地端部にあたる。東側の丘陵に鴻之染遺跡がある。調査の結果、焼土や

石臼を伴う竪穴住居 2棟と掘立柱建物 3棟（他に 10 --5 0 cmの柱穴を多数検

出しており、現在、建物を検討中）堅面に貼石を施した土i広や、石を多数投げ

こんだ土i広、それに接続する溝等を検出した。調査区中央からは、［字形に回

る浅い溝があり、内側から多数の柱穴とともに、陶製大甕の口縁を下にして埋

めた遺構を検出した。遺物は、青磁ヽ顧戸平椀、天目等の陶磁器、土師器、須

恵器、瓦質土器、古銭、砥石等が出土しており 15--16世紀の集落と推定さ

れる。

辻堂遺跡 （名張市安部田字辻堂）

事業名 地区再編農業構造改善事業

調査主体 名張市遺跡調社会（門田 f三）
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調査期間 昭和 57年 12月 8日.....,1 2月 14日

調査面積 11 Orrt 

概 要 名張市南西部の宇陀川の北岸は、西の大和高原が断層となって落ち込

み、裾部が丘陵として広かる。辻堂遺跡は、大和への主要路である笠間峠の麓

坂ノ下集落より続く北東丘陵端部の微高地に位猶する。微高地の畑地部分全面

に、須恵器、瓦器の散布がみられたが、試掘調査の結果、畑地部分は表土下地

山に至るまで多量の礫を含んだ攪乱層で、遺構は確認されず、微量の遺物の出

土をみただけである。水田部分の約 200rrtは、耕土下 1m付近に縄文晩期の

包含層がみられ、削平される 11 0面について調査を実施した。その結果、調

査区南東部分に幅 3m、原さ 20 cmほどの砂質礫混りの包含層が確認され、十

数個体分の晩期後半の土器片と、弥生前期の土器底部が出土した。土層の状態

から、この地がたびたび山崩れ等の自然災害にあっており、埋没深度が深かっ

たため、この包含屑だけが遺存していたものと思われる。遺構は検出されなか

った。

深ケ遺跡 （名張市滝之原字深ケ）

事業名 滝之原小学校校舎建設

調査主体 名張市遺跡調査会（名張市教育委員会 水口昌也）

調査期間 昭和 57年 11月 17日--1 1月 26日

調査面積 1 9 0面

概 要 名張市の北東部、小波田川上流右岸の西方に面する緩領斜地にあり、

現況は水田である。滝之原小学校の改築に伴う敷地造成地の約 3万況を対象に

試掘砿 (2X 4 m)を 23カ所設定し、遺跡の有無及び範囲確認のため調査を

実施した。その結果、いずれの試掘砿からも遺構は検出されなかったが、上層

攪乱土内からは、瓦器片を中心に土師器、顧戸、信楽などの陶器片及び縄文晩

期の土器片、サヌカイト製石鏃、スクレーパーなどが出土した。
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津ノ森遺跡※（熊野市有馬町津ノ森ほか）

事業名個人住宅

調査主体 熊野市教育委員会（五郷中学校 古部均）

調査期間 昭和 57年 7月 24日,..._.,8月 15日

調壺面積 1 6 0況

概 要 熊野灘沿岸沖積地の標裔 5........,1 2 m の微高地上に位骰する南紀地万屈

指の遺跡である。今年度の調査は、遺跡の範囲確認調査を兼ねて、 E........,H地区

の 4カ所で行った。 E 、H地区は、一段低い沖積地にあたり、遺構と遺物は殆

どなかった。市史跡有馬本城跡では、中世末期と考えられる石組の遺構、若千

の遺物を検出した。遺跡の中央部にあたる G地区では、弥生時代の土砿に伴っ

た、中期～後期の壷ヽ甕が出土した。また、上層では、柱穴内に根石をもつ掘

立柱建物の一部を検出し、伴出遺物から鎌倉時代のものと考えられる。この他

に、奈良時代の土師器、須恵器も少数であるが出土した。
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W 調 査結果の公開

1. 三重県埋蔵文化財展

昭和40年度以後、三重県教育委員会が実施している埋蔵文化財の発掘調査は約

5 3 0件あり、出土遺物は整理箱で約 15.0 0 0箱に達している。これらの膨大な遺

物を含めて、調査結果の公開を望む県民の声が多数寄せられているため、昭和56

年度から三重県埋蔵文化財展を開催している。

本年度は、 「発掘された中世のくらし」をテーマにして、中世遺跡の代表的な

遺物約 350点を系統的に展示した。なお、展示期間中に随時展示品説明を行うと

ともに、スライドを映写して、文化財保護思想の普及をはかった。入場者総数は

7.519名であった。

（三重県埋蔵文化財展開催要項）

l 趣旨

三重県教育委員会が発掘調査した遺跡から

出土した遺物を中心に 20 0余点を公開、展

示することにより、埋蔵文化財保護思想の普

及、裔楊をはかる。

2 主催•協賛

(1) 主催

(2) 協賛

展 i]~ 品

縄文土器

三籠県教育委員会

北勢教育事務所管内各市町村

教育委員会

数 量 出

3 蛇亀橋遺跡

3 期間

昭和 57年 8月l3日画,.._,8月l8日困

4 場所

四日市近鉄百貨店 5階催場

5 内容

(1) 遺物展示

(2) 写真および解説パネル

井戸断面カラー写真他 5 0点

土 遺 跡 保管者等

（嬉野町） 県 教 委

弥生上器 6 納所遺跡 （津市） 他 I/ 

土 師 器 10 北堀池遺跡 （上野市） 他 I/ 

須 恵 器 I 0 茶臼山古墳 （亀山市） I/ 
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展 iJ, 品 数 贔 出 士 遺 跡 保管者等

須 恵 器 l 0 大塚古墳群 （安濃町） 県 教 委

,, 1 0 西山•新野遺跡 （東員町） 他 ,, 

灰釉陶器 l 0 七和占窯跡 （桑名市） 他 ，' 

且 3 0 川原井凡窯跡 （鈴鹿市） 他
” 

緑釉陶器 3 大木ノ輪遺跡 （鈴鹿市） 他 ,, 

山 茶 椀 4 0 大木ノ輪遺跡 （鈴鹿市） 他 I/ 

I/ 1 0 小判田遺跡 （四日市市） 市 教 委

蔵 骨 器 1 5 経塚巾阻菜 （大佐町） 他 県• 町教委

巾世土師器 3 0 山添遺跡 （松阪市） 他 県 教 委

” 
1 0 LE法寺山荘跡 （関町） 町 教 委

陶 器 1 5 南山遺跡 （松阪市） 他 市・県教委

磁 器 5 平生遣跡 （娘野町） 他 県 教 委

木 製 晶 l 5 茂御城跡 （四日市市） 他 市・県教委

井 戸 枠 1 南山遺跡 （松阪市） 市 教 委

金属投品

占 銭 1 0 0 多倉田遺跡 （安濃町） 他 県 教 委

鋸 平、F 3 下郡遺跡 （上野市） 他 ” 
仁 製 品

石輪塔 7 経塚中世募 （大安町） 他 ,, 

石 臼等 5 殿畑遺跡 （阿児町） 他
” 

2. 発掘調査報告会

各種開発事業に伴う埋蔵文化財の発掘淵杏結果の公開については、これまで現

地説明会を開催しているが、参加者が地域的に偏る傾向かあることや、他地域の

発掘淵査についても知りたいとの要情が多い。そのため県及び市町村教育委具会

と各遺跡調杏会における発掘謁行結果のうち、特に屯要な成果が得られたものを

選定し、スライド映芍等による報告会を本年渡から開催することとした。なお、

今 [Plは三重県埋蔵文化財展の開催即の四日市市で開催することによって、同展へ

の理解を深めるとともに、文化財保護思想の普及をはかることとし、約 100名の

参加者があった。
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（三重県埋蔵文化財発掘調査報告会開催要項）

1. 目的

昭和 56年度中に実施した県下の遺跡発掘

調査件数は 60件余に及ぶ。これらは、県教

育委員会主体のものと市町村教育委員会及び

各遺跡調査会主体のものに分けられ、調査途

中ないしは、その終了後に現地説明会を開催

し、埋蔵文化財への理解と認識を広めている。

そこで、さらに埋蔵文化財の理解、保護思想

の普及をはかるため、一般公開という趣旨の

もと、各年度毎の発掘調査の中間的成果の公

表を行ない、県民の文化的要求にこたえるも

のである。

2. 内容

1) 主催は、三菫県教育委員会があたり、開

催場所は各市町村の公共施設に岡き、開催

地市町村教育委員会の協賛のもとに行なう。

2) 報告会は、一般公開とし 3時間程度、前

年度に発掘調査された遺跡のうちから 10 

件程度を取り上げ、原則として各遺跡調査

担当者が調査結果をスライド等を併用して

報告を行なう。

(l遺跡15-20分程度とする）

3. 第 1回報告会

〔日 時〕 昭和 57年 8月 7日（土）
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午後 1時30分,.._,4時30分

〔場所〕 四日市市・中部地区市民セン

〔内容〕

ター 4 F 

大会議室 (100人程度収容可）

l) あいさつ

2) 昭和56年度の調査概況

3) 各遺跡報告

報告遺跡

（県） 1. 蛇亀橋遺跡

2 山ノ下古墳群

3. 天王平•尾津平遺跡

4. 蓮池代遺跡

5. 斎宮跡

（市町村） 1. 正法寺山荘跡 （関 町）

2. 侍岡中世墓 （磯部町）

3. 西明寺遺跡 （上野市）

4. 原出遺跡 （名張市）

5. 西高山古墳群 （鈴鹿市）



2. 発掘遺跡現地説明会

発掘調査の途中あるいは終了時には、地域の人々に対し、文化財保護について

理解を深めて頂くため、現地説明会を開催し、調査結果について報告を行ってい

る。三重の文化財と自然を守る会等の協力を得て、多数の方が参加された。

遺 跡 名 所 在 地 主 催 者 開催日 参加人数

起 A 遺 跡 鈴鹿市安塚町起 県教育委員会 5 7. 11. 2 7 4 0 

則ヽ, • 
田 古 墳 安濃町中川 I/ 5 7. 8. 2 3 0 

西村• 愛場遺跡 多気郡明和町池村 ，' 5 7. 9. 2 3 40 

樋ノ谷遺跡 度会郡大宮町神原 ” 
5 7. 1 2. 2 6 60 

田 中 遺 跡 阿山郡大山田村広顧字田中 It 5 7. 7. 2 5 3 0 

歌 野 遺 跡
” ” ''歌野 ” 

5 7. l 0. 11 40 

辻垣内•上東野遺跡 名張市赤目町
” 

5 7. 1 2. 11 150 

辻垣内遺跡
” 

,, ,, 5 7. 1 2. 2 5 8 0 

I/ 

” 
I/ I/ 5 8. 1. 2 9 50 

斎宮跡（第42次） 多気郡明和町斎宮 斎宮跡調査事務所 5 7. 6. 2 0 2 2 0 

” 
（第44次） ,, ，' 

” 
,, 5 7. 9. 5 290 

” 
（第45次）

” 
,, I/ 

” 
5 7. 11. 3 180 

,, （第46次） I/ 

” 
,, ,, 5 8. 2. 6 l 9 0 

山 田 城 跡 貝弁郡東員町山田 町教育委員会 5 7. 11. 1 4 1 2 0 

大久保遺跡 三重郡菰野町潤田 ，' 5 8. 2. 13 20 

西 JI I 遺 跡 鈴鹿市郡山町字西川 市教育委員会 5 7. 4. 11 43 

城 坂 館 跡 安芸郡安濃町 町教育委員会 5 7. 9. 5 80 

北畠氏館跡 一志郡美杉村 村教育委員会 5 7. 9. 18 50 

草山遺跡 (1次） 松阪市久保町 市教育委員会 5 7. 8. 2 8 80 

,,(2次） ，' I/ 5 7. 1 2. l 9 80 

河田古墳群 多気郡多気町河田字東谷 町教育委員会 5 8. 2. 19 80 

発シ B 遺跡 ，' 明和町有溺中字発シ ,, 5 7. 9. 5 130 

植 松 遺 跡 度会郡玉城町小社曽根 ，' 5 8. 1. 1 6 190 

奥 出 遺 跡 名張市夏見 市教委• 市遺跡調査会 5 7. 6. 13 6 0 

鴻ノ巣遺跡
” 

,, If ，, 5 7. l 2. 2 5 80 
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3. i呆管遺物等の貸出し・写真等の掲載許可

教育委旦会が保管している県内各地から出上した遣物の展示会等への貸出し、

写真掲影、掲載等については、一定の手続きのもとに応じている。

（保管遺物等の貸出し）

印請者 目 的 貸i 出 品 期 間 許可日

大成小学校 社会科教材 納崩幽i弥叱土器他 24点 5 7. 4 2 4 5 7. 4 2 2 

名古屋市博物館
特別展 叫内翡跡屑文t器 4点

-----5 75. 7. 791.14 5 5 7. 5. l 7 
「東海の縄文時代」 西出遺跡 士 版 l点

竹中大上道具館 レプリカ作製 下郡遺跡鋸 ,-...,5 75 . 7.9 i" 1.3 J 0 5 7. 9. 1 

仰元興寺文化財 「保存科学と古代の 糾万遺跡 伍斧の枯他 4点
,.__,5 75.71.0 1l 1.8 14 571014 

研努所 技術展」 北甜削謳弓、槽 2点

呈即考人古7学研窄令 倉陵祭展ホ 月よべ遺跡弥生士器 3点 ,.._,5 75 .71.0 12 1 9 4 5 7. 1 0. 2 9 

鈴鹿市教育委員会
市制 40周年叫念

粧起A内B鵜 靡弥生土 1点 571122 
文化財展 遺跡 器 2点 5 7. l 129 

” 
炭化米

l JI源井瓦窯 国分寺且 4点
II 遺跡 浄瓶 l点 5 7 1 2. 6 

大木ノ輪遺跡緑利腕 1点

明れ訓巾央且嶋 常 設 展 /]ヽ 斎宮跡出士品 1 3点 ,_,_.,5 75 . 5. 7 
8. 5. 6 5 7. 5. 4 

” 
明禾庫I文化祭

I/ 4 7点 ,..._,5 75 .71.11 1 2 6 5 7. 11 2 
特別展ホ

明餌J吃斎宮
社会科教材

” 
2 2点 ,_,5 75 .81.1.111.9 18 5 7.1 1 1 7 

Iド学校

（写真等の掲載許可）

申 請 者 掲載書名 掲 載 資 料 許 nJ日

至 文 堂 日本の美術「弥生時代」 納I祈遺跡竹製櫛 l点 5 7. 4 6 

小
9+ 、y 館 名宝日本の芙術 第 1巻 東庄内 A遺跡深鉢 l点 57. 5. 8 

名古屋市 hり物館 展 "i]ゞ 図 録 東庄内遺跡出土品他 5点 5 7. 5 l 7 

柏 -~tr £ 房 日 本服史地図 北堀池遺跡実測図 5 7. 8.3 0 

仰元興寺文化財研究所 展 7ーJ;→ 図 録
納所遺跡 出士品 4点 5 7.10.14 
北堀池遺跡 ” 2点

木** 茂 男 三屯の歴史ものがたり 納 所 遺 跡 平 鍬 他 9点 5 8. 1 7 

大安町教育 往 員 会 大安町 2 0 年史 大安経塚出上品 2点 58. 114 

大阪甚籍味 神話 と 占 代史 斎宮跡第 19次調査全景 l点 5 7. 8.19 

講 百n火火 社 El 本 の 神 々 斎宮跡全娯 1点 57. 8.31 

古 111 密 範 鉗日新聞掲載資料 斎宮跡第 44次調査全景 l点 5 7. 9.16 

井 上 料 久 男
考占学ジャーナル l0月

斎宮跡二彩稜椀 l点 5 7.10 5 
臨時増刊号

材木、 茂 男 三屯の歴史物話 斎斎宮宮跡跡発出抱土涸介遺構全娯 4点
5 8. 1.2 8 

品 4点
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付 (1) （三重県文化財調査員設置要綱）

（ 目的）

第 1条 三重県内に所在する埋蔵文化財を中心

とし、必要に応じてその他の有形文化財、民

俗文化財、史跡名勝天然記念物（以下「文化

財」という。）の保護の万全を図るため、三

玉県文化財調査員（以下「文化財調査員」と

いう。）を設置する。

（任務）

第 2条 文化財調査員は、次に掲げる調査事項

に従事する。

① 三菫県文化財パトロール事業における文

化財の巡視及び調査

② 国、県営の各種士木建設事業における文

化財の分布及び確認調査

R 埋蔵文化財発掘調査における誨査協力

④ その他、文化財の保護に関し必要と認め

る調査

（ 定数）

第 3条 文化財調査員の定数は 50人以内とす

る。

（ 任用）

第 4条 文化財調査員は、地方公務員法第 3条

第 3項第 3号の規定により任用する。

2. 文化財調査員は、大学において考古学、歴

史学を専攻した者又は、それに準ずる専門的

知識を有する者のうちから、教育委員会が任

命する。

3. 文化財調査員の任用期間は 1年とし、再任

することができる。
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（勤務条件等）

第 5条 文化財調査員の勤務条件、事務処理そ

の他職務に関し必要な事項は、教育長の承認

を得て別に定める。

（報酬の額）

第 6条 文化財調査員の報酬の額は、特別職に

属する非常勤職員の報酬及び費用弁償に関す

る条例（昭和 36年条例第 3号）第 2条の別

表の規定に基づき教育長が別に定める。

（費用弁償）

第 7条 文化財調査員の費用弁償の額は、職貝

等の旅費に関する条例（昭和32年条例第 46

号）に規定する行政職 4等級の職務にある者

に支給される旅費の額に相当する額とする。

（公務災害補償）

第8条 文化財調査員にかかる公務災害補償は、

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例（昭和42年条例第43号）の

定めるところによる。

（ 補 則 ）

第 9条 この要綱に定めるもののほか、文化財

調査員に関し必要な事項は、教育長の承認を

得て別に定める。

附則

この要綱は、昭和 53年 5月1日から施行

する。

2. 三重県文化財調査員設憐要綱（昭和 54年

4月27日教育長決裁）は、廃止する。



付 (2) 昭和 57年度三重県文化財調査員一覧表

地区 氏 名 勤務先 勤 務 地 勤務先電話

伊東春夫 桑 名 屑． 

桑
野田修久 長島中部小

名

田中欣治 三重短大

員
佐々木 学 朝 上 小

弁

片 岡雅章 桑 名 fロn． J 

． 
森下 明 大矢知興譲小

屯

大場範久 石薬帥裔

四
保条 箕 ※大 木 中

日

市 石井 剛 菰 野 r t1 
． 

安川富春 中 部 中

鈴

鹿 太田元二郎 成 徳 中

桐生定己 常 磐 中

亀

t1 J 

河合良成 南 郊 中
津

浅生悦生 西 郊 中

安
下井 彰 東 観 中

芸

． 曽野 実 裔茶屋小

--
田中喜久雄 長 野 小

志

． 杉谷政樹 菰 野 届`＇ 

久

居

松
世 古且守 松阪第二小

阪 奥 義次 松阪商裔
． 

奥谷義一 ※締 水 小
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 地 勤務先電話

多 福田 昭 多 気 中

気 岡本好雅 山室山小

飯 河合 明 松阪 L 裔

南 三井博之 粥 見 中
． 
飯 前川嘉広 花 岡 小

届． 
増田安生 明 和 中

中西 健 小 俣 中

山崎宮三郎 ※旱 修 小

伊
村上喜雄 小 浜 小

勢

御村精治 小 俣 中

度 川添昭博 浜 島 中

会
竹内正弘 鵜 方 小． 

烏
藪谷尚子 大 楔 小

羽 中世古祥道 自 営

． 
伊藤 保 自 営

志
大西素行 外城田小

摩

上
森川桜男 自 営

野
松山謙治 東 小

名
脹 岡本武和 柘 植 小

阿 奥西 勲 箕 曲 小
山

名
松鹿昭二 名 板 緑． 

賀
寺岡光三 会 社 員
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 地 勤務先電話

仁保晋作 閻.' 尾 小

描井健二 郵便局員

尾 伊藤 良 団体役員

鷲
秦 章治 長 島 届， ． 

北

牟

婁

熊
嶋 正央 自 営

野 牧野 弘 ※井 戸 小

南
田中安弘 遊 木 小

牟

婁

（備考）

文化財調査員数 5 0名

北 勢 1 2名 上 野 8名

中 勢 6 尾 鷲 2 

松 阪 ， 熊 野 3 

南勢志摩 1 0 

勤務先欄※印は、教頭職

勤務地と本人の住所が異なる場合は、本人の居住地を（ ）に示す。
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付 (3) （昭和 57年度 三重県文化財バトロール実施要項）

1. 趣 旨

県下における指定文化財（国・県）及び埋

蔵文化財包蔵地（以下文化財という。）を巡

視し常時文化財の管理・保存状況を把握し、

適切な処置を講じて、文化財保護の万全を期

する。

2. 活動内容

(1) 文化財管理、保存状況把握のための巡視

(2) 所有者等に対する文化財の保護管理指導

(3) 巡視、保護管理指導についての結果報告

(4) 文化財保護思想についての普及活動

(5) その他文化財の保護保存に関すること

3. 期間

昭和57年 5月 1日～昭和58年 3月31日

4. 事業の実施について

(1) 事業は、各教育事務所が執行するものと

し、各教育事務所長は実施計画書（様式 1)

を 2期にわけて、三重県教育委員会文化課

長に提出する。

(2) 文化財パトロールは、三重県教育委員会

が任命した三重県文化財調査員が、前項実

施計画書に基づき、実施する。

(3) 三重県文化財調査員は、文化財パトロー

ル実施報告書（様式 2)を毎月未までに各

教育事務所長に提出し、各教育事務所長は、

とりまとめて翌月 10日までに文化課長に

提出する※なお、緊急事態が発生した場合

は、電話その他の方法により、すみやかに

関係教育事務所に報告する。

※（その写しを関係市町村教育

委員会へも送付）

(4) 各教育事務所長は、緊急事態の状況に応

じて、文化課長及び関係市町村教育委員会

に連絡する。

(5) 文化課長は、前項の状況により、早急に

文化財パトロールカーを出動させ、文化財

の保護対策を講じる。

(6) 事業の執行にかかる経費は、 2期にわけ

て予算を令達する。各教育事務所長は、全

事業終了後、すみやかに実績報告書（様式

3)を文化課長に提出する。

（昭和 58年 4月 2日までに）

(7) その他必要な事項は、そのつど文化課長

が指示する。
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〈様式 l・・・・・・・・・B5判〉

文化財パ 卜 ロ ー）レ

実 施 計 画 書

昭和 年 月 日
（ l ） 

昭和 年 月 日

月 日 調査貝名 パトロール地区 内 容 備 考

〈様式 2・・・・・・・・・B5判〉

文化財パトロール実施報告書

経 由
昭和 年 月

教日育事務所 I層
文 化 財

パトロール地区

調査年月日

諜 査 貝

文化財の名称 所 在 地 調 査 事 項

報

告

事
※裏面に、問題箇所、見取図、写真

項
等記入のこと。

備 考 I
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〈様式 3.. ……・B 5判〉

昭和 年度 文化財パトロール事業実績報告

昭和 年 月 日付け第 号で事業施行の通知のあった

文化財パトロールの実績について、下記の通り報告します。

記

1. 文化財パトロールの実績

月 日 調 査 貝 パトロール地区 備 考

2. 支出明細書

項 目 令 達 額 支 出 額 内 訳

※ 旅費については、行

き先、回数を明記する

こと。
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付 (4) (昭和 57年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項）

1. 目 的

埋蔵文化財の発掘調査および保存について

の専門的知識と技術の習得につとめようとす

る者を、県外の埋蔵文化財関係研究機関1こ派

遺し研修を受けさせるとともに、県内におい

ても現地研修し、埋蔵文化財の保護体制の強

化に資することを目的とする。

2. 主催

三重県教育委員会

3. 期間

昭和57年 4月1日から昭和58年3月31日まで

県外研修 3カ月

県内研修 9カ月

4. 場所

県外 奈良市佐紀町 奈良国立文化財研兜所

埋蔵文化財センター他

県内 緊急発掘調査現場

5. 人員

8. 

各論 0 文化財保護法

O史跡、埋蔵文化財保護の現状

0 発掘調査方法

調査計画、墳墓、集落、生産所、

窯、宮殿官衛寺院跡の調査

O遺物調査方法

実測原理、土器、土裂品、石器、

木製品、瓦の観察と整理、人骨、

植物遺体の調査

0 関係学概説

建築構造、測量、保存科学、文

献史学

O報告書作成方法

(2) 実習 0 発掘技術実習、測量実習、遺跡

実測実習、写真撮影実習、遺物

保存処理実習

講 師

奈良国立文化財研究所技官、県係員他

若干名 9. そ の 他

6. 参加資格 (1) 研修参加者の旅費は、県外県内とも県の

県内の小中高校の教職員のうちで、考古学、 規程にしたがって支給する。

歴史学に造けいが深く、発掘調査の経験を有 (2) 研修期間中は、当該学校に対し臨時教員

する者 が補充される。

7. 研修内容 (3) 研修を修了した者には、修了証書を交付

(1) 講義 する。

総論 0文化財の保護
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付 (5) 埋蔵文化財発掘通知・届出一覧表

〔法 57条の 2による届出〕 (l l件）

遺跡名 所 在 地 事 業 名 面積 届 出 者 受付年月日

新晴遺跡 員弁郡東貝町長深字西林 3612他 農村総合整備モデル事業 50祈東改土良地区理事長 57• 7•10 

新睛逍進遺跡 ，, ，, It 字冗敷 23 7 5他 ,, 6000 
束員蜻区土地 57•10• 4 

改良区理事長

野呂氏館 安芸郡芸濃町椋本字殿町 宅 地 坦'fr. 成 326 個 人 58• 3• 17 

野呂氏館 ,, ，, ,, ,, 宅 地 俎 成 713 個 人 58• 3・17 

西 t廿占遺跡 一志郡→固町人字中ttt古 l2 7 8他 圃 場 整 備 1956 大仰石橋土雄改理良事区長 57•12•20 

河 [fl 古墳群 多気郡多気町人字河田字東谷 山砂利採取 150 0 個 人 57• 9・24 

大藪遺跡 伊勢r岡鯛字大藪 l5 6 3他 飲 塔 建 設 15615 
巾 J(KK) 

57・6・22 
津辺舌長

巾郷選跡 '' じ紺釦字巾徊削 ＇む 地 俎 成 880 個 人 58• 3•16 

白屈貝塚 鳥羽市浦村町灯白浜 l8 2 6-1他 駐車場造成 820 志摩東鳥京羽カ事ウ灼ン折テ長ィ 5 7• 9• l 

宮田氏城 矧 lJ柑］山町大字丸柱字南出 宅地および工場用地 250 個 人 57・6・11 

深l且又保• 奥出
名根市夏見字奥出 資 財 醤 場 4326 個 人 57·4•30 

l l、l 2り墳

〔法 57条の 3による通知〕 (3 2件）

遺跡名 所 在 地 事 業 名 面積 通 知 者 受付年月 H

頃未遺跡 員弁郡藤原町大字山口 8-2他 水 路 建 糾a又 1335 水資椋用開水発公建団投三所重長 57• 5・21 

大久保遺跡 _:__~ 郡菰野町大字潤田字大久保他 道 路 新 設 5280 菰野町 長 57• 9• l 

大久保遺跡 ,, 町 道 建 設 5280 ,, 57•10•30 

起 A 遺跡 鈴鹿市~猥ff'.起 県営圃場整備事業 2150 三董県知事 57·6• 11 

三宅西条城 '' 三宅町字西条2286他 国道 30 6号改良 1000 ,, 57・5・l 

野呂氏館 安芸郡芸濃町椋本 地域改善設備事業 558 芸濃町 長 58・2・24 

前田遺跡 '' 安震町中II序庵の下23 2-1 '. 般 農 道 920 竺項県知事 57·6•11 

浄土寺西遺跡 I/ '， 浄土寺字ジゾウ） l 7-1他 県常圃場整備事業 775 
” 

57·6• ll 

井戸 A 遺跡 津市片田井戸町字志保36 6他 阿 /11 改 修 500 ,, 5 7・9・17

宮間戸遺跡 ''雲出長常町字宮間戸 410他 県営圃場整備事業 1900 /J 5 7・9・16

久久米米貝城塚、中~rt艦亦 一志郡三雲村大字久米 団体営圃場整備事業 128 三雲村 長 57·9• 24 

大角遺跡 '' 白山町大字川口字人角 68 0-2他 中学校武道館新築工事 4 6 0.8 白 山町 長 5 7・9・9 

岩脇 C 遺跡 ,, ” 大字川口:nos他 県営圃場整備事業 600 三重県知事 5 7• 9・16 I I 
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遺跡名 所 在 地 事 業 名 面積 通 知 者 受 f寸年月日

大谷広遺跡 ,, 
'' 大字二本木字大谷広 29 6他 小学校体育館新築 990r,f 3 白山町長 57• 12• 16 

出間遺跡 松阪市山潤町字ヲパ 45 3他 県営開場整備事業 1500 ーこ重県知事 57• 9・16 

下田遺跡 多気郡勢相村下出江字下田 614他 県財営農身林替漁農業道整用揮備発事油業税 600 I/ 5 7·9• 4 

麻績神社西方遺跡 ，, 明打町中海字六ノ坪 3l 7他 県営圃場整傭事業 600 ,, 57·6•11 

愛場遺跡 I/ ''池村 I/ 900 ,, 57• 6・11 

西村遺跡 I/ I/ ,, ,, 1480 
” 

57• 6•11 

発シ B 遺跡 ，, 

” 有
厳中字発シ lO O 9他 修出ド学校移転攻築L_'fi 1000 明和町教育長 57• 5・21 

小姫塚遺跡 度会耕渡土町桐謄i字宮ノ西 土 砂 採 取 991 個 人 5 7・5・6 

EH 丸 城 ，， 玉城町 114-l 町榔土資料館建設 594 _Ii 城町 長 57• 6・15 

植松遺跡 ，, ，, 小学校校舎建築 1200 ，, 57• 8・3 

樋ノ谷遺 跡 ” 火g町神脂濯ノ谷 畜洋環境粽備事業 1500 ーニ屯県知小 57・10・19 

塚の上 A遺跡 閥帆咽屑船）1: 県営圃場幣備 9業 1425 ，， 57·6• 11 

歌野遺跡 阿山郡大山Ifl村広瀬字彫野30 4 県饂県営営農身開材瑚漁場M業幣用@!備贔発ぽ9油業税 470 ，, 5 7• 9• 4 

広懃遺跡 ” 
,, ,, 字f11t-t172 6 -l他 県 営 開 楊 粽 備 巾 業 600 ,, 57• 6・11 

辻垣勺』如遺跡 名張旬赤目町柏原 55他 県常浦場幣備山業 5000 ” 
57• 9・16

赤目階遺跡 ” 
，'槽 98-1 学 校 建 築 500 名脹巾 長 5 7・5・10

深ケ遺跡 II 滝之原字深ヶ lO 2 9 小学校敷地造成 160 ，' 5 8• l・11

iL 堂遺跡 ，, 安部田字社棠 4100 釈団農区総合整備事業 200 名脹市遺跡調行会長 58・2・10 

沢の代遺跡 ,, 赤且町丈六 給水杖遺付設 20.5 名曲 ru教育長 5 8• Z・24

〔法 98条の 2による通知 J (Z 9件）

遺跡名 所 在 地 事 業 名 曲積 通 知 者 受付年月 H

新晴遺跡 員弁郡束員町長深字西林3612他 農村総合モデル事業 50『束貝町教育長 5 7・7・l () 

新晴逍進遺跡 ” 
,, ''字九敷 23 7 5他 ，l. 6000 ,, 57•10•14 

山田廃寺 I/ '' 山田 1600 町 武 道 館 新 築 ［ 事 595 ，, 5 7·9• 8 

大久保遺跡 直郡菰野町大字潤田字大久保他 道 路 新 設 5280 菰野町教育長 5 7・9・1

起 A 遺跡 鈴鹿市安嗣町字起 県営圃場整備事業 2150 三重県教育長 57• 6・11 

三宅西条城 ，, 三召町字西条 鵡 30 6号線改良工事 300 ,, 57・11・26 

上 野 城 安芸郡河芸町 相撲場建設 50 河芸町教育長 5 7• 7・27
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遺跡名 所 在 地 事業名 I面積 I通知者 I受付年月日

野 呂 氏 館 I安芸郡芸濱町椋本字郷町
3 8 8-4 
3 8 8-6 

浄土寺西遺跡I,, 女禦町浄上寺

前田遺跡I,, ,, 前田

井戸 A 遺跡I津市片田井戸町字志保36 6他
二級河/1賠田川災害

関連河JI敗修

大谷広遺跡 I一志郡白山町大字二本木字大谷広 296他 I大三;J¥'学校体育館
訊工事 1

990 3 I臼山町長¥57・12・16 

大 角 遺 跡 I ,, " 人字川口字大角 6s 0-2 I中学校武道館新築工事 I 4 60.8 

西世古遺跡 ''—誌だ門泄古 l 2 7 8他

草 山遺 跡 I松阪市久保町字点山 115 0-3他

椋本殿町地区道路新設 I 3 20 I芸濃町教育長 I58• 2・24 

県営圃場整備事業 I 11 s I三重県教育長 I57・6・11 

一般農通 I 92 o 

麻績神社西ガ紺祢 I,, 明祖町

圃場整備事業

500 

1956 

”
 ”
 

“. 
螂橋

改良区理事長

57·6•11 

58• l• 28 

57• 9・9 

57• 12• 20 

団 地造 成 I7 soo I松阪市教育長 I57・4・8 

河田古墳群I多気郡多知町大字河田字東谷 1368-1310I山砂利採 取 I1 soo I多 気町 長 I57・9・24 

県営圃場整備事業 I 60 o I三重県教育長 I57. 6・11 

愛場遺跡¥ I/ I/ 池村 ¥ I/ I 900¥ ,, I 57• 6•11 

西村遺跡 I,, ,, ,, I ,, I 14801 ,, I 57・6・11 

発シ B 遺跡 I,, ,, 有溺中子発シ 1009他 I修正小学校移転攻築工事 I1 o o o I明和町教育長 I57・5・21 

大藪遺 跡 I伊勢市磯町字大藪 1563他

塚の上 A 遺跡 I" fII嬰『子塚の上

中郷遺跡 I,, 上地貯芋中餌前5l 4他

才良遺跡I上野市才良 80 0他

下郡遺跡I,, 下郡字下代

西明寺遺跡 I,, 西明寺字西明寺 32 l 2他

守田遺跡 I,, 守田町

広顛遺 跡 I阿山郡大山田村

鋲 塔 建 設 I1 s 6.2 s I伊勢市教育長 I57・6・22 

県営開場整備事業 I1425 I三重県教育長I57・6・11 

宅 地 造 ox I 88 o I伊勢市教育長 I58・3・16 

学 校 建 築 Iso oo I上野市教育長 I57・4・20 

深 ヶ 遺 跡 I名張市滝之原字深ヶ 1029

集落移転 I1 o o o 

厘要遺跡確認 I130 o 

浦場整備事業 I 40 

”
 
”
 ”~ 

57• 5・19 

57・11・5 

5 8・l・14

県営圃場整備事業 I 60 o I三重県教育長 I57・6・11 

滝之原小学校校舎改築 I 160 I名張市遺跡調査会長 I58・ 1・11
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付 (6) 三重県埋蔵文化財認定通知物件（昭和 57年 1月,._,1 2月）

物 件 名 認定 8 出 土 地 出士年月日 発 見 者 土地所有者 保管場所

高杯片 6点 5 7. 6.2 4 
北牟白婁浦郡9海8番山町地大の字2 

5 7. 5. 2 2 県文化財調査員 白浦漁業 海山町郷土
伊藤良 協同組合 資料館

須恵器片 1 5点

土帥器片 4点

士師器
7点

中世土器片

土錘 5点

井戸枠 一括 57.1110 多気耶暉明利町中大字字垣場 5 7. 9. 2 0 明租町教育委員 明 和 町 明租町立中

会教永育長野由太郎
央ノ公扶桟官

土器 54箱
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